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ΦϨΩシンは、1998 年に༄୔、ᓎҪ
らにΑΓΦーファン G λンύク࣭共໾
 ,ड༰ମ（G-protein coupled receptorܕ
GPCR）の಺ҼੑリΨンυとして、同
定された神経ϖプνυで͋る 1）。ΦϨ
Ωシンを࢈生する神経細胞（ΦϨΩシ
ン࢈生細胞）は、脳಺ࢹচ下෦֎ଆ໺
にಛҟ的に存ࡏし、ΦϨΩシンの脳ࣨ
಺౤༩࣮ݧにおいてઁ৯ྔを૿Ճさせ
る࡞用が͋ることから、発見当初はઁ
৯行動を੍ޚする神経ϖプνυで͋る
と͑ߟられていた。しかし、ͦの後の
Ҩ伝ֶ的研究から、ΦϨΩシン࢈生細
胞をܽଛさせることで神経࣬ױで͋る
ナルコϨプシーが発঱することが໌ら
かとなΓ、ΦϨΩシンはਭ຾֮੧の੍
にॏ要な໾ׂをՌたしていることがޚ
൑໌した 2）。ΦϨΩシンには、ΦϨΩ
シン A と B の 2 छྨが存ࡏし、ΦϨΩ
シン A はΦϨΩシン 1 ड༰ମ（O91R）
とΦϨΩシン 2 ड༰ମ（O92R）に
結 合 す る。 一 ํ、 Φ Ϩ Ω シ ン B は
O92R に結合する。O91R、O92R と
もに G λンύク࣭のαϒクラスの͏
ち GR λンύク࣭に共໾している 3）。

ΦϨΩシンの発見Ҏ߱、ΦϨΩシン
用から、ΦϨΩシ࡞ຯਂい生理ڵのܥ
ンड༰ମをඪ的とする૑薬研究が੝Μ
に行ΘれるΑ͏になͬた 4a-c）。ಛにΦ
ϨΩシンシάナルは֮੧を࢘ることか
ら、ΦϨΩシンड༰ମΞンλΰニスト
がਭ຾薬として༗用で͋るとظ଴さ
れ、これまでに༷ʑなߏ଄を༗するΦ
ϨΩシンड༰ମબ୒、ඇબ୒的Ξンλ
ΰニストが਺ଟ͘見ग़されてきた（ਤ
̍）4b, c）。2014 年にはถࠃϝルク社が
見ग़した suvorexant5）がਭ຾ಋೖ薬

（商品໊：ベルιϜラ）として日本に
てঝೝされ、ൢചにͬࢸている。ま
た、ۙ࠷ O91R がΞルコール΍コΧ
イン、Ϟルώωなどのґ存形成にਂ͘
関༩していることが૬࣍いで報ࠂさ
れ、O91R બ୒的Ξンλΰニストはґ

存঱࣏ྍ薬としてもظ଴が࣋たれてい
る 6）。

ΦϨΩシンܥはਭ຾֮੧をௐઅする
͚ͩでな͘、情動΍ΤωルΪーόラン
スにԠ͡、ઁ৯行動も適੾に੍ޚして
いる 6, 7）。また、O92R はϨプνン感
डੑを޲上させることにΑΓ、ମॏの
ৗੑにも関༩する߃ 8）。これらのこと
から、ΦϨΩシンड༰ମΞΰニストは
౶೘ප、ංຬおΑͼϝλϘリックシン
υローϜなどの生׆श׳පの࣏ྍ薬
としてظ଴されている。しかしなが
ら、ΦϨΩシンड༰ମΞΰニストとし
ては、վมܕϖプνυで͋る <Ala11, 
%-Leu15>-orexin B9）と SB-66887510）が
O92R બ୒的Ξΰニストとして報ࠂが
͋るのみで͋Γ、ඇϖプνυੑΞΰニ
ストにͭいてはಛڐ 11）をؚめे分な
બ୒ੑをࣔすものはな͘、ͦの、ੑ׆
薬物としてのϙςンシϟルは໌らかに
なͬていない。ͦのため、O91R, O92R
共に薬理࡞用がे分解໌されたと͏ݴ
ことはできない。

ΦϨΩシϯͱφϧίϨϓシー

ΦϨΩシンが࠷も密に関༩する࣬ױ
としてナルコϨプシーが͋る。ナルコ
Ϩプシーは、ਖ਼ৗなਭ຾֮੧ύλーン
がҡ࣋できͣ、ਭ຾֮੧のスςーδが

සൟにҠΓมΘる難࣏ੑのਭ຾ো֐で
͋Γ 12）、日中の଱͑難い຾気（ਭ຾
発࡞）、情動୤力発࡞（ΧλプϨΩ
シー）、ೖ຾時֮ݬ、ਭ຾ຑᙺをओ঱
ঢ়とする。日本での༗ප率は 600 ਓに
̍ਓ（0.16ˋ）で͋Γ、ܾしてكな࣬
、ではない。Ӹֶ的な஌見としてはױ
ώトナルコϨプシーױ者の 9 ׂで脳಺
ΦϨΩシンྔのݮগが見られておΓ、
ナルコϨプシーはΦϨΩシンܽ๡にΑ
Γ発঱すると͑ߟられている 13, 14）。こ
れまでのマウスを用いたҨ伝ֶ的࣮ݧ
においては、O91R ܽଛマウスではナ
ルコϨプシー঱ঢ়は見られないのに対
し、O92R ܽଛマウスではͦの঱ঢ়を
発঱することから、ナルコϨプシーの
発঱には O92R がհするシάナルが
ॏ要で͋ることがࣔࠦされている 15）。
また、ΦϨΩシンܽଛマウス΍後ఱ的
にΦϨΩシンをܽଛさせたマウスで
は、ΦϨΩシンの脳ࣨ಺౤༩にΑΓナ
ルコϨプシー঱ঢ়がվળすることが報
されているࠂ 16）。

本ߘでは、ナルコϨプシーをは͡め
とするΦϨΩシンの関༩する࣬ױの࣏
ྍ薬の૑製を目ࢦした、ඇϖプνυੑ
ΦϨΩシンड༰ମΞΰニスト、ಛに
O92R બ୒的Ξΰニストの૑薬研究
ならͼにͦの薬理࡞用にͭいて঺հ
する 17）。

ਭ຾֮੧Λ੍͢ޚΔੈքॳの෼ࢠɿΦϨΩγϯ̎ड༰ମ࡞ಈༀ
:/5����の૑੡

ஜ೾େֶࡍࠃ�౷߹ਭ຾ҩՊֶߏػڀݚ　੪౻　ؽɺ௕੉　ത
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ΦϨΩシンड༰ମをඪ的としたΞΰ
ニストのϋイスループットスクリーニ
ンά（HTS）は、共同研究者の༄୔
らにΑΓςΩαス大ֶαウスウΤスλ
ンߍ所༗の化合物ライϒラリーを用い
て࣮ࢪされた。ΦϨΩシンड༰ମは、
ओに GR λンύク࣭に共໾することか
ら、ΧルシウϜイΦンをࢦඪとするධ
Ձܥを用いた。ͦの結Ռ、Ξリールス
ルϗンΞϛυߏ଄を༗する̎ͭの HTS
ώット化合物 1ɼ2を見ग़した（ਤ̎）。
化合物 1おΑͼ 2のੑ׆は、O9A の
をੑ׆ 100� としたࡍ、Ϩϙーλー
Ξッセイでͦれͧれ 36�、43� で͋ͬ
たが、ΧルシウϜΞッセイではੑ׆を
֬ೝすることはग़དྷなかͬた。また、
これらの HTS ώット化合物はՃਫ分
解ੑを༗する問୊が͋ͬた。しかし、
スルϗンΞϛυは、ΧルϘΩシΞϛυ
とはҟなΓΞϛυ結合のճసࣗ༝度が
高͘、ड༰ମとのファーマコフΥΞ結
合の֬率が޲上する可能ੑが高いた
め、化合物 1おΑͼ 2のΞリールスル
ϗンΞϛυߏ଄をج൫として、࡞動׆
ੑと安定ੑの޲上を目ࢦした Hit to 

Lead 研究を展։した。
これまでに、ଟ͘の研究άループに

ΑΓ਺ଟ͘のΞンλΰニストが૑製さ
れてきたが、ະͩΞΰニストの૑製に
はͬࢸていない。ͦの理༝として、ଟ
͘のΞンλΰニストのߏ଄がΦϨΩシ
ン A, B の共௨ඞਢΞϛϊࢎ഑ྻにൺ
ֱしてۃ୺にখさいことに஫目した。
ͦこでզʑは、Ξΰニストのߏ଄を、
存のΞンλΰニストΑΓ大き͘するط
૑薬Ξプローνを࠾用した。このԾઆ
にཱち、छʑの༠ಋମのઃܭ・合成を
行ͬた結Ռ、O92R બ୒的に׬શ࡞動
をࣔすੑ׆ YN-1055を見ग़した（EC50 
� 23 nM for O92R, Emax�98�）。しか
し、YN-1055はin vitro においてे分
なੑ׆をࣔしたものの、ਫ΁の༹解ੑ
がۃめて低͘、またͦのԘも難༹ੑで
͋ͬたことから、in vivo での薬ޮ試
は困難で͋ͬた。ͦこで、ਫ༹ੑをݧ
ଅ進するஔج׵のಋೖを試みたとこ
Ζ、m ҐにN, N- δϝνルΞϛϊجを
ಋೖした YNT-185が、YN-1055と同
౳のੑ׆、ड༰ମબ୒ੑをࣔすこと
を見ग़した（EC50�28 nM for O92R, 
Emax�100�）。YNT-185は、Ԙࢎを 2
当ྔ用いてԘ化することで 2 ԘࢎԘ 

（YNT-185ŋ2HCl）を形成し、高いਫ

༹ੑをࣔした。YNT-185ŋ2HCl は生
理৯Ԙਫにも 1.3 M とい͏高ೱ度で༹
解し、ͦのࢸ適 pH は 2.3 で͋Γ、ਁ
ಁѹは 350 Osm で͋ͬた。

0923 Ξΰχετͱ0923
ͷυοΩϯάシϛϡϨーシϣϯ

զʑの O92R Ξΰニストの発見
と時を同͘͡して、O92R とඇબ୒的
ΦϨΩシンड༰ମΞンλΰニスト
suvorexant との 9 ઢ結থߏ଄解析の
結Ռが報ࠂされた 18）。ͦこで、࠷も
をࣔしたੑ׆力なڧ YN-1055にͭい
て、υッΩンάシϛϨーシϣンを࣮ࢪ
した。

Suvorexant は、ड༰ମੑ׆化にඞ
要な TM5 と TM6 の಺޲きのߏ଄ม
化をഅఙ形にுΓग़したδΞθύン෦
Ґが๦͛ることで፰࡞߅用を発ݱして
いるとされる（ਤ̏）。一ํで、զʑ
のシϛュϨーシϣンでは、YN-1055
はスルϗンΞϛυߏ଄のͶ͡れ֯をར
用し、suvorexant のδΞθύン෦Ґ
が઎༗していたྖҬをආ͚るΑ͏に഑
ஔしていることがΘかͬた。一般に
GPCR の࡞動には TM5 と TM6 の಺
଄ม化がඞ要で͋ることが஌ߏきの޲

࿨ޫ७薬࣌ใ　Vol.84, No.3ʢ2016ʣ ࿨ޫ७薬࣌ใ　Vol.84, No.3ʢ2016ʣ

ਤ̎ɽ H5S ώット化合物 �, � と :/�����
 :/5���� のߏ଄
ਤ̏ɽ SuWorexant と :N-1055、0X2R のυッΩϯάγϛϡϨー
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られておΓ、YN-1055とड༰ମとの
シϛュϨーシϣンでは TM5 と TM6
の಺޲きのߏ଄ม化をड͚ೖれられる
૬࡞ޓ用༷式で͋ることがΘかる。こ
のࠩにΑΓզʑの分子σβインした化
合物は࡞動ੑ׆を༠ಋしているものと
られる͑ߟ 17, 19）。なお、ڵຯਂいこと
に、YN-1055のスルϗンΞϛυجを
ΧルϘΩシΞϛυجにஔ׵した化合物
では΄とΜど O9R にੑ׆をࣔさな
かͬた。この࣮ࣄは、スルϗンΞϛυ
をॏ要׭能جとしてબ୒したզʑの分
子ઃܭがਖ਼しかͬたことをࣔしている。

:/5����ͷJO�WJWP 薬ཧ࡞用

上هਫ༹ੑΞΰニスト YNT-185ŋ 
2HCl を用い、マウスを用いたin vivo
薬理ධՁを行ͬた。薬液は、生理৯Ԙ
ਫに༹解した YNT-185ŋ2HCl を用い、
vehicle としてはԘੑࢎࢎ生理৯Ԙਫ
を用いた。ΦϨΩシンはલड़のΑ͏
に、ਭ຾֮੧の੍ޚに関༩しておΓ、
本ߘでは薬物౤༩が֮੧に༩͑るӨڹ
にͭいて঺հする。໌ظ中൫（;T-6）、
ਭ຾中の໺生ܕマウスの脳ࣨ಺に
YNT-185ŋ2HCl（300 nmol/6.0 �L）
を脳ࣨ಺（icv.）౤༩し、ͦの後三時
ؒのਭ຾時ؒに༩͑るӨڹにͭいて؍
した（ਤ̐）。Vehicle࡯ を౤༩した
マウスは、脳೾おΑͼے電ਤにม化は
΄とΜど見られͣ、ਭ຾を継ଓしてい
たが、YNT-185を౤༩したマウスで
は౤༩後଎΍かに֮੧が༠ಋされ、ͦ

の後一時ؒఔ度֮੧をҡ࣋していた。
また、YNT-185にΑΓ༠ಋされる֮
੧時ؒはೱ度ґ存的にԆ௕することが
֬ೝされた（ਤ̑）。一ํで、ΦϨΩ
シンड༰ମをܽଛさせたマウスでは、
Ξΰニスト౤༩にΑる֮੧時ؒのԆ௕
は見られなかͬた。
YNT-185は icv. ౤༩で૗ޭをࣔし

たため、ଓいて本化合物のෲߢ಺（ip.）
౤༩下での薬ޮを֬ೝした。ͦの結
Ռ、icv. ౤༩࣮ݧと同༷に、vehicle
౤༩では֮੧時ؒのԆ௕は見られな
かͬたのに対し、薬液౤༩下では 40, 
60 mg/kg において優Ґに֮੧時ؒが
Ԇ௕された（ਤ̒）。また、ड༰ମܽ
ଛマウスではͦの࡞用は見られなかͬ

た。これらの結Ռから、YNT-185は
֬かにΦϨΩシンड༰ମをհして֮੧
を༠ಋ、ҡ࣋しておΓ、ෲߢ಺౤༩で
をࣔしたことから݂液脳関໳ಁաੑ׆
ੑを༗することが࣋ࢧ͘ڧされた。

ʹޙ࠷

զʑはਭ຾֮੧を੍ޚするΦϨΩシ
ンड༰ମをඪ的とした૑薬研究を௨し
て、ੈքにઌ͚ۦin vivo でޮՌをࣔ
すਫ༹ੑで݂液脳関໳ಁաੑを༗する
O92R બ୒的Ξΰニスト YNT-185ŋ 
2HCl を見ग़した。また、本ߘでは঺
հできなかͬたが、YNT-185は共同
研究者の༄୔らにΑΓ、ナルコϨプ

࿨ޫ७薬࣌ใ　Vol.84, No.3ʢ2016ʣ ࿨ޫ७薬࣌ใ　Vol.84, No.3ʢ2016ʣ

ਤ̐ɽ :/5���� の icW. ౤༩時のώϓϊάϥム

ਤ̑ɽ :/5����ŋ2HCl ೴室内౤༩が覚੧
に༩͑るӨڹ（「M&DCH&M N&8S 
26 No.2 90-96 ר ท」Αりస載）

ਤ̒ɽ :/5����ŋ2HCl ෲߢ内౤༩が覚੧
に༩͑るӨڹ（「M&DCH&M N&8S 
26 No.2 90-96 ר ท」Αりస載）

 ZT-6 ZT-9投与後3時間

REM睡眠

NREM睡眠
覚醒

REM睡眠

NREM睡眠
覚醒

覚醒

覚醒

Vehicle投与
(6.0 µL)

YNT-185投与
(300 nmol/6.0 µL)
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非ペプチド性オレキシン２受容体アゴニスト非ペプチド性オレキシン２受容体アゴニスト

˔外؍： ന৭ʙΘͣかに͏すい׊৭、結থੑค຤
ʙค຤

˔ؚ （ྔH1-C）：98 . 0�Ҏ上
˔༹ղੑ：生理৯Ԙਫ（pH 2 . 4）ʜ1. 3mol/ℓ1）

˔&C 50：O9 2Rʜ0. 028Жmol/ℓ（free base）1）

　　　　O9 1Rʜ2. 750Жmol/ℓ（free base）1）
C33H37N5O5S・2HCl・nH2O

（C33H37N5O5S・2HCl＝688.66）
CAS No. 1804978-82-2（無水物）

CH3

CH3

O

H
N

H
N

N
H

O O
S

H3C
N

CH3
O
H3C

N

O

・HCl ・HCl ・nH2O

ʤߟࢀจݙʥ
1） Nagahara, T., Saitoh, T., ,utsumura, N., Irukayama-Tomobe, :., Ogawa, :., ,uroda, %., Gouda, H., ,umagai, H., Fujii, H., :anagisawa, M. 

and Nagase, H. : J. Med. Chem., 58 , 7931（2015）.

シーϞσルマウスでもͦの঱ঢ়をܶ的
にվળする結Ռを得ている。ࠓ後、Φ
ϨΩシンの関連する࣬ױの࣏ྍ薬։発
ならͼにΦϨΩシンड༰ମの薬理ֶ研
究においてॏ要な化合物となるとظ଴
している。

ँɹࣙ

本ߘで঺հした研究成Ռは、࠷ઌ୺
研究։発ࢧԉプロάラϜ（FIRST）
に୺を発し、ੈքトップϨベル研究ڌ
఺プロάラϜ（WPI）のॏ要研究՝୊
として、ଟ͘の合成化ֶ者と薬理ֶ者
との共同研究の຤、成し得たもので͋
る。また、ࢉܭՊֶにͭいてはত和大

ֶ薬ֶ෦　合田ڭ໌ߒतにご協力いた
ͩいた。༄୔ਖ਼࢙ڭतをは͡め、プロ
δΣクトϝンόーのօ༷に৺から感ँ
いたします。

ʤߟࢀจݙʥ
 1） Sakurai, T. et al . : Cell , 92, 573 （1998）.
 2） Chemelli, R. M. et al . : Cell , 98, 437 （1999）.
 3） ;hu, :. et al . : J. Pharmacol. Sci ., 92, 259 

（2003）.
 4） a） Boss, C. et al . : J. Med. Chem., 52, 891 

（2009）., b） Lebold, T. P. et al . : Bioorg. Med. 
Chem. Lett . 23, 4761 （2013）., c） Boss, C. 
et al . : Bioorg. Med. Chem. Lett . 25, 2875 

（2015）.
 5） Cox, C. %. et al . : J. Med. Chem. 53, 5320 

（2010）.
 6） Sakurai, T. : Nat. Rev. Neurosci . 15, 719 

（2014）.
 7） :amanaka, A. et al . : Neuron, 38, 701 （2003）.

 8） Funato, H. et al . : Cell Metab., 9, 64 （2009）.
 9） Asahi, S. et al . : Bioorg. Med. Chem. Lett ., 

13, 111 （2003）.
10） Soffin, E. M. et al . : Neuropharmacology, 46, 

1168 （2004）.
11） :anagisawa, M. : US 8871794.
12） American Psychiatric Association : lAmerican 

Psychiatric Association. %iagnostic and 
statistical manual of mental disorders, 5th 
ed.,ʡ Amer psychiatric Pub. （2013）.

13） Nishino, S. et al . : Lancet , 355, 39 （2000）.
14） ,ubota, H. et al . : Sleep, 26, 555 （2003）.
15） Willie, J. T. et al . : Neuron, 38, 715 （2003）.
16） Mieda, M. et al . : Proc. Natl. Acad. Sci. 

USA., 101, 4649 （2004）.
17） a） Nagahara, T., et al . : J. Med. Chem., 58, 

7931 （2015）., b） Saitoh, T. et al . : Medchem 
News, 26, 90 （2016）.

18） :in, J. et al . : Nature , 519, 247 （2015）.
19） Heifet[, A. et al . : J. Med. Chem., 58, 7928 

（2015）.
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ίーυ No. 品　　　　　　໊ ֨　　ن 容　ྔ ๬ೲೖՁر （֨ԁ）
254-00641

:N5-185 Dihydrochloride Hydrate 細胞生物学用
  5mg  14,000

250-00643 100mg 140,000

ίーυ No. ϝーカー
ίーυ 品　　໊ ・֨ن

ϝーカー 容ྔ ๬ೲೖՁر （֨ԁ）

ΦϨΩシϯड༰ମΞΰχετ

013-24771 ー <"la11, D--eu15>-
0rexin B 細胞生物学用  1mg  53,000

194-17221 ー SB-668875 細胞生物学用  1mg  65,000
ΦϨΩシϯ
159-03161 ー 0rexin "（Human） 細胞生物学用 0.1mg  20,000
156-03171 ー 0rexin B（Human） 細胞生物学用 0.1mg  14,500

153-03181 ー 0rexin B（Rat, Mouse）
 細胞生物学用 0.1mg  14,500

ίーυ No. ϝーカー
ίーυ 品　　໊ ・֨ن

ϝーカー 容ྔ ๬ೲೖՁر （֨ԁ）

ΦϨΩシϯड༰ମΞϯλΰχετ
ー 4558/10 &M1" 5ocris 10mg  57,000
ー 4558/50 50mg 262,000

104-00171 ー  10mg  25,000
100-00173 ー +N+ 10397049 細胞生物学用  50mg  99,000
108-00174 ー 250mg 370,000
585-82244 1960/1   1mg  24,000
581-82241 1960/10 SB 334867 5ocris  10mg  50,000
587-82243 1960/50  50mg 244,000
192-17761 ー SB-674042 細胞生物学用   5mg  23,000
198-17763 ー  25mg  90,000

…2 〜 10℃保存 …− 20℃保存 …− 80℃保存　 150…− 150℃保存　表示がない場合は室温保存です。ͦのଞのུ߸は、ר຤をご参照下さい。
掲載内容は、2016 年 7 月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。
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͸͡Ίʹ
中਻神経ܥは神経細胞とάリΞܥ細

胞からߏ成される。άリΞܥ細胞は、
Ξストロαイト、Φリΰσンυロαイ
ト、ϛクロάリΞに大ผされ、なかで
もϛクロάリΞは脳಺໔Ӹ୲当細胞と
して脳පଶ・ଛই時にお͚る神経ো֐
をいちૣ͘感஌してੑ׆化される。׆
ੑ化に൐いϛクロάリΞはͦの਺΍形
ଶを大き͘ม化させ、ো֐෦Ґ΁の༡
૸、ࢮ細胞のᩦ৯、Ԍ঱ੑαイトΧイ
ンなどの࢈生૿Ճなど༷ʑなػ能を発
࣬ܥすることから、छʑの中਻神経ش
΁の関༩がࣔࠦされている。ϛクロױ
άリΞはੑ׆化されたときの形ଶ΍ػ
能のม化がݦஶで͋るためපଶ脳・ଛ
ই脳にお͚る໾ׂが஫目されてきた
が、ۙ年のin vivo イϝーδンά技術
の進展にΑΓਖ਼ৗ脳にお͚る໾ׂも໌
らかになΓͭͭ͋る。ϛクロάリΞが
細͘分ذした突起をසൟに動かしてい
る༷子΍、ニューロンのシナプスに৮
れる༷子が࡯؍され、੩ܕࢭϛクロά
リΞも脳಺で׆発に׆動することが報
されたࠂ 1, 2）。大脳ൽ࣭の発達աఔで
は、シナプスのա৒な形成とͦの後の
আڈにΑΓシナプス਺が適੾にҡ࣋さ
れているが、ϛクロάリΞにΑるシナ
プス΁の઀৮は、シナプスの形成とআ
ࠂのどちらにも関༩する可能ੑが報ڈ
されている 3, 4）。本ߘでは、ϛクロά
リΞの໾ׂにͭいてۙ年஫目されてい
るਫ਼神࣬ױ΁の関༩にয఺を͋ててड़
΂る。また、ϛクロάリΞのマーΧー
分子で͋る Iba1 ମを用いた໔Ӹ組߅
織છ৭ྫを঺հする。
ϛΫϩάリΞͱਫ਼神࣬ױ

ۙ年、ਫ਼神࣬ױױ者のٸ଎な૿Ճが
報ࠂされている。これらの࣬ױױ者は
社会生׆が困難になる৔合がଟ͘、ප
ଶ解໌とૣظ਍அ・࣏ྍ๏の։発がٸ
がれている。ࣗด঱スϖクトラϜো֐

（AS%）をؚΉ発達ো֐΍౷合ࣦௐ঱
は、脳発達աఔにお͚る神経ճ࿏形成
のҟৗ΍神経ػ能ҡ࣋ߏػのഁ୼がͦ
のපҼの一ͭで͋ると͑ߟられてい

る。ώトをؚΉྶ௕ྨでは、৽生児ظ
からシナプス਺がٸ଎に૿大しখ児ظ
にϐークに達する。このա৒に࡞られ
たシナプスは、੨年ظを経て成ਓとな
るաఔでʠמΓࠐみʡにΑΓݮগし、
成ख़脳΁と発達する。ࣗด঱ではシナ
プス形成にൺ΂てמΓࠐみがগな͘、
一ํ、౷合ࣦௐ঱ではמΓࠐみա৒が
報ࠂされておΓ、生後発達աఔにお͚
るシナプス਺ม動ύλーンのҟৗがͦ
のපଶ発ݱに関༩することがࣔࠦされ
ている。ࣗด঱΍౷合ࣦௐ঱ױ者の脳
಺でϛクロάリΞの૿Ճ΍Ԍ঱関連Ҩ
伝子の発૿ݱՃが報ࠂされた（ਤ 1）5-8）。
ϛクロάリΞのੑ׆化を཈੍するϛϊ
αイクリン౤༩にΑΓױ者の঱ঢ়がվ
ળされることが報ࠂされていることか
らも 9, 10）、これらの࣬ױのපଶ発ݱに
ϛクロάリΞをհした神経ճ࿏形成ٴ
ͼػ能ҡ࣋ߏػのҟৗが関༩している
可能ੑが͑ߟられる。

զʑの研究άループでは、コϞン
マーϞセットとい͏খྶܕ௕ྨに஫目
し研究を行ͬている。マーϞセットは
Ո଒で生׆し、ҭ児の分୲、社会的行
動、コϛュニέーシϣンなどの༷ʑな
行動を࡯؍することができるため、ώ

トの社会的脳ػ能の理解のために༗用
な࣮ݧ動物で͋ると͑ߟられる。また
薬物代ँ経࿏、生理ֶ的・解剖ֶ的ಛ
௃、発ݱҨ伝子などがώトとྨࣅして
おΓ、さらに大脳ൽ࣭発達աఔにお͚
るシナプス਺ม動ύλーンがώトとྨ
していることからもࣅ 11）、ྶ௕ྨの
能的神経ճ࿏形成を理解するためにػ
༗用な࣮ݧ動物で͋ると͑ߟられる。
զʑはマーϞセットの胎生ظにόルプ
ロࢎを๫࿐することで、ࣗด঱༷Ϟσ
ルマーϞセットを࡞製した 12, 13）。この
ϞσルマーϞセットを用いてࣗด঱ප
ଶにお͚るϛクロάリΞの໾ׂを理解
することは、কདྷ的にࣗด঱をؚめた
ਫ਼神࣬ױのපଶ理解・࣏ྍ๏։発にͭ
ながるものとظ଴している。
*CB߅�ମΛ用͍ͨ免疫૊৫染色
ʙᴩ͔ྨࣃΒྶ௕ྨ·Ͱʙ

Iba1（Ioni[ed calcium binding 
adapter molecule 1）は、中਻神経ܥ
ではϛクロάリΞにಛҟ的に発ݱする
໿ 17k%a のΧルシウϜ結合λンύク
࣭で͋る ߅。（14 Iba1 ମはϛクロά߅
リΞマーΧーとして൚用されている
が、ۙ࠷この Iba1 ମにϏΦνン͋߅
るいは੺৭ܬ光৭ૉをඪࣝした商品が

࿨ޫ७薬࣌ใ　Vol.84, No.3ʢ2016ʣ ࿨ޫ७薬࣌ใ　Vol.84, No.3ʢ2016ʣ

と৽͠いඪࣝ޲のಈڀݚのϛΫϩάリΞۙ࠷ *CB߅�ମ
ن༑　℮ࠤ　෦ڀݚ଄ߏࡉॴ　ඍڀݚܦηϯλʔ　ਆڀݚҩྍܦਫ਼ਆɾਆཱࠃ։ൃ๏ਓڀݚཱࠃ

ਤ̍ɽ ࣗ ด঱スϖΫトϥムো֐（"SD）ऀױ೴に͓͚るੑ׆化ϛΫϩάϦΞの૿Ճ
、化ϛΫϩάϦΞに特ҟ的に݁合するトϨーαーʦ11Cʧ1,11195を用いた1&5にΑりੑ׆
ࣗด঱ऀױ೴内でੑ׆化ϛΫϩάϦΞが૿Ճしていることが示された（จ̔ݙ）。

Control subject

Subject with ASD
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発ചされた。զʑはマウスٴͼラット
の脳੾ยを用いて、ϏΦνンඪࣝٴͼ
੺৭ܬ光ඪࣝの߅ Iba1 ମにΑる໔߅
Ӹ組織છ৭を行ͬた（ਤ 2）。ͦの結
Ռ、いͣれのඪࣝ߅ମでもϛクロάリ
Ξがͦの細い突起までછ৭されること
が֬ೝできた。また、ϏΦνンඪࣝ߅
ମはマーϞセット脳੾ยにも࢖用可能
で͋ることが分かͬた。いͣれの動物
छの脳੾ยでもೋ࣍߅ମ࢖用時ΑΓඇ
ಛҟ的છ৭ੑが低͘、ैདྷのೋ࣍߅ମ
を࢖用した৔合にൺ΂છ৭時ؒ΍खॱ
もগな͘なることから、࢖用用్の֦
大がظ଴される。
͓ΘΓʹ

ϛクロάリΞはੑ׆化ঢ়ଶにお͚る
໾ׂが஫目されてきたが、ۙ年のը૾
解析技術の進展にΑΓਖ਼ৗ脳でも脳ػ
能のҡ࣋΍ௐઅにੵۃ的に関༩すると
い͏஌見が集まΓͭͭ͋る。本ߘで঺
հした৽しいඪࣝ Iba1 ମは、ϛク߅
ロάリΞ研究の෯を͛޿ることに寄༩
するͩΖ͏。ϛクロάリΞはまͩଟ͘
の可能ੑをൿめた細胞で͋Γ、ࠓ後さ
らに৽しいػ能΍໾ׂが໌らかになる
ことがظ଴される。
ँɹࣙ

本ߘで঺հした研究は、ਅು๎子さ
Μのご協力にΑΓ਱行されたもので͋
Γ、ਂ͘感ँいたします。

ʤߟࢀจݙʥ
 1） Nimmerjahn, A., ,irchho⒎, F. and Helmchen, F. : 

Science, 308, 1314 （2005）.
 2） Wake, H. et al . : J. Neurosci ., 29, 3974 （2009）.
 3） Schafer, %. P. et al . : Neuron, 74, 691 （2012）.
 4） Parkhurst, C. N. et al . : Cell , 155, 1596 （2013）.
 5） Vargas, %. L. et al . : Ann. Neurol ., 57, 67 

（2005）.
 6） van Berckel, B. N. et al . : Biol. Psychiatry , 

64, 820 （2008）.
 7） Fineberg, A. M. and Ellman, L. M. : Biol. 

Psychiatry, 73, 951 （2013）.
 8） Su[uki, ,. et al . : JAMA Psychiatry, 70, 49 

（2013）.
 9） Chaves, C. et al . : Prog. Neuropsychophar-

macol. Biol. Psychiatry, 34, 550 （2010）.
10） Siller, S. S. and Broadie, ,. : Neural Plast ., 

2012, 124548 Epub （2012）.
11） Ichinohe, N. : Neurosci. Res ., 93, 176 （2015）.
12） ,awai, N. et al . : Biol. Lett ., 10, 20140058 
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13） :asue, M. et al . : Behav. Brain Res ., 292, 323 

（2015）.
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ίーυ No. 品　　　໊ ֨　ن 容　ྔ ๬ೲೖՁر （֨ԁ）
016-26461 "nti *ba1, Rabbit, Biotin-conKuHated ໔Ӹ化学用 100Жℓ 45,000
013-26471 "nti *ba1, Rabbit, Red 'luorochrome（635）-conKuHated ໔Ӹ化学用 100Жℓ 45,000

ίーυ No. 品　　　໊ ֨　ن 容　ྔ ๬ೲೖՁر （֨ԁ）
019-19741 "nti *ba1, Rabbit（for *mmunocytochemistry） ໔Ӹ化学用 50Жg 30,000
016-20001 "nti *ba1, Rabbit（for 8estern BlottinH） ໔Ӹ化学用 50Жg 30,000

߅ *CB�ɼ΢αΪɼϏΦνϯ結߹
߅ *CB�ɼ΢αΪɼ੺色ޫܬඪ （ࣝ���）結߹

ਤ̎ɽ ඪࣝ *ba1 ମを用いた໔Ӹ૊৫છ৭߅
Ϛ΢ス、ϥット及びϚーϞセットの大೴ൽ質に͓いて、ඪࣝ߅ମにΑりϛΫϩάϦΞがͦの細い
突起までછ৭されることが確認できた。

コモンマーモセット
　学名Callithrix jacchus。体長 20-30 cm
の小型霊長類。霊長類の中でも繁殖
効率が高く、生後18ヶ月ほどで性成
熟し、妊娠期間は約150日、出産は年
２回である。１産２仔が多いが、飼
育環境下では３仔や４仔の場合もあ
る。2009 年には霊長類で初めて遺伝
子改変モデルマーモセットの作出に
成功し、その後も種々の疾患モデル
マーモセットの作製が活発に行われ
ている。

シナプス
　神経細胞間に形成される接合部位
の構造。シグナル伝達などの神経活
動に関与し、シナプスを介してニュー
ロンが神経回路を形成することが正
常な高次脳機能の発現に必要である。

ミクログリアマーカー抗体ミクログリアマーカー抗体

ؔ࿈঎඼
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…2 〜 10℃保存 …− 20℃保存 …− 80℃保存　 150…− 150℃保存　表示がない場合は室温保存です。ͦのଞのུ߸は、ר຤をご参照下さい。
掲載内容は、2016 年 7 月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。
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細胞にはリϘιーϜ RNA ΍トラン
スファー RNA、snoRNA など、λン
ύ ク ࣭ を コ ー υ し な い non-coding 
RNA （ncRNA）が存ࡏすることはݹ
͘から஌られていたが、࣍ੈ代シーク
Τンス技術に代表されるۙ年の解析技
術の発展にΑΓ、Ҏલに͑ߟられてい
たΑΓもはるかにଟ͘の ncRNA が存
することが໌らかとなͬてきたࡏ 1, 2）。
また、ͦのػ能にͭいても؞をؚめた
΍、クロマνンঢ়ଶ੍܎との関ױ࣬
଄ମҡ࣋などଟछଟ༷ߏ細胞಺の、ޚ
な໾ׂが໌らかとなΓ、࠷ࡏݱも੝Μ
に研究が行ΘれているྖҬの一ͭと
なͬている 3, 4, 5）。ncRNA のػ能を解
析するには、ncRNA のϊックダウン
΍ϊックΞウト、੍ڧ発ݱにΑる細胞
΍ݸମ΁のӨڹを֬ೝする࣮ݧととも
に、ncRNA がಇ͘分子ϝΧニズϜを
໌らかとするඞ要が͋る（ਤ 1）。ଟ
͘の ncRNA は、λンύク࣭と結合す
ることにΑΓػ能を発شしているとߟ
͑られていることから、ncRNA のػ
能 を 分 子 的 に 解 ໌ す る た め に は
ncRNA に結合するλンύク࣭を஌る
ことがとてもॏ要で͋る。ncRNA に
結合するλンύク࣭を஌るためには、
目的の ncRNA とともに ncRNA 結合
λンύク࣭をਫ਼製、࣭ྔ分析を用いて
同定するඞ要が͋るが、ここには大き

なೋͭの問୊が͋る。一ͭ目は、目的
の ncRNA ͼͦの結合λンύク࣭をٴ
ਫ਼製するྑいํ๏がཱ֬されていない
こと、ೋͭ目は、ncRNA にݶらͣ細
胞಺の௕࠯の RNA には਺ඦछྨもの
λンύク࣭が同時に結合しておΓ、਺
ඦछྨものλンύク࣭を同時に同定す
るඞ要が͋ることにՃ͑、ͦの中から
に解析を行͏λンύク࣭をબͼग़ࡍ࣮
すඞ要が͋るが、ͦのج४がないこと
で͋る。Ҏ下、これらೋͭの問୊に対
するզʑのΞプローνを঺հする（ਤ
1）。

2 3/A結߹λϯύΫ࣭ͷ
ಉఆํ๏

զʑはまͣ、ಛ定の ncRNA に結合
するλンύク࣭をମܥ的に同定するํ
๏のཱ֬を目ࢦした。ϙδςΟϒコン
トロールとして 5 छྨのλンύク࣭

（C%,9, CyclinT, Hexim, LARP7, 
MEPCE） の 結 合 が ஌ ら れ て い る、
7S,-RNA とい͏ ncRNA を用い、結
合λンύク࣭同定の֬ೝ࣮ݧを行ͬ
た。一般に RNA とλンύク࣭ෳ合ମ
のਫ਼製には Biotin 化 RNA ͼ、ストٴ
ϨプトΞϏδン෇ՃϏーズを用いたํ
๏が用いられていることから（ਤ 2）、
զʑは、Biotin ඪࣝ化された 7S,-RNA
を in vitro సࣸにΑΓ合成、293T 細
胞ライθートとࠞͥ合Θせ、ストϨプ
トΞϏδン෇ՃϏーズ（Ҏ下ストϨプ

トΞϏδンϏーズ）を用い 7S,-RNA
結合λンύク࣭をਫ਼製、࣭ྔ分析を用
い結合λンύク࣭を同定した。ͦの結
Ռ、࢒೦なことに Biotin 化 RNA ٴ
ͼ、ストϨプトΞϏδンϏーズを用い
た ਫ਼ 製 ํ ๏ で は、LARP7 Ҏ ֎ の、
C%,9, CyclinT, Hexim, MEPCE は同
定されなかͬた。ストϨプトΞϏδン
Ϗーズはඇৗにଟ͘の細胞༝དྷλンύ
ク࣭と結合し、ͦれらがਫ਼製のόック
άラウンυとして存ࡏすること（ਤ
2）、また࣭ྔ分析には、ᇄࡶλンύク
࣭がଟいと目的のλンύク࣭がᇄࡶλ
ンύク࣭にຒもれ同定が困難になると
い͏ੑ࣭が͋る。これらのことから
զʑは、ط஌ 7S,-RNA 結合λンύク
࣭のଟ͘が同定できなかͬたݪҼとし
てストϨプトΞϏδンϏーズのόック
άラウンυの高さに͋ると͑ߟ、৽た
な RNA ͼ結合λンύク࣭ਫ਼製ํ๏ٴ
を໛ࡧ、όックάラウンυが低いこと
が஌られている Flag-peptide-tag と߅
Flag  ମを用いた໔Ӹ௜߱シスςϜ߅

（Ҏ下 Flag シスςϜ）に஫目した。
զʑは Flag シスςϜを RNA 結合λ
ンύク࣭同定にԠ用するために、in 
vitro で 合 成 し た RNA の 3ʟ຤ ୺ に
Flag ϖプνυを化ֶ的に෇Ճ（RNA-
Flag）、߅ Flag ମを用い߅ RNA をਫ਼
製するํ๏を։発した（ਤ 2ɼ3）6）。
࣍に、7S,-RNA をؚΉෳ਺の RNA
に ͭ い て RNA-Flag（ ベ イ ト RNA）
を合成、ベイト RNA と 293T 細胞ライ

࿨ޫ७薬࣌ใ　Vol.84, No.3ʢ2016ʣ ࿨ޫ७薬࣌ใ　Vol.84, No.3ʢ2016ʣ

ਤ̍ɽ ncRN" のղੳのํ向ੑと໰୊点 ਤ̎ɽ 7S,-RN" をྫとした ncRN" ݁合タϯύΫ質のಉ定ྫ

OD3/"のػೳղੳ�ʙ݁߹λϯパΫ࣭ΛٻΊてʙ
ޗೳϓϩςΦϛΫενʔϜ　଍ୡ　ढ़ػ　ηϯλʔڀݚϓϩϑΝΠϦϯάࢠॴ　૑ༀ෼ڀݚ߹ज़૯ٕۀ࢈
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θートをࠞͥ合Θせ、߅ Flag ମを߅
用いベイト RNA ͼ結合λンύク࣭ٴ
をਫ਼製、࣭ྔ分析を用いͦれͧれのベ
イト RNA に結合するλンύク࣭を໢
ཏ的に同定した。ͦの結Ռ、どのベイ
ト RNA を用いた৔合にも਺ඦछྨの
λンύク࣭が同定されたが、ط஌の
7S,-RNA 結合λンύク࣭ 5 छྨにͭ
いては、7S,-RNA をベイトとして用
いた৔合のみにಛҟ的に同定されてい
ることが໌らかとなͬた（ਤ 3）。こ
の結Ռは、目的の RNA をؚΉෳ਺の
ベイト RNA を用意し、ͦれͧれに結
合するλンύク࣭を໢ཏ的に同定、ͦ
の中から目的 RNA ಛҟ的に結合する
λンύク࣭をநग़することにΑΓ、ॏ
要な RNA 結合λンύク࣭が同定でき
るࣄを意ຯしている。զʑはこのํ๏
を 用 い L%LR-mRNA の 3ʟUTR ྖ Ҭ

のٛ޿） ncRNA ྖҬ）にಛҟ的に結合、
L%LR-mRNA の安定ੑを੍ޚするλン
ύク࣭として ;FP36L1/L2 の同定にも
成ޭ 6）、結合ಛҟੑをࢦඪにॏ要な
RNA 結合λンύク࣭を同定するこの
ํ๏を iSRIM ๏（in vitro specipcity 
based RNA regulatory protein identi-
pcation method）と໊෇͚た。Ҏ上の
Α͏にզʑは、όックάラウンυの低
い RNA ਫ਼製ํ๏の࢖用と、ෳ਺のベ
イト RNA ؒでの結合λンύク࣭をൺ
ֱすることにΑΓ上هの 2 問୊の解ܾ
に成ޭした。Ҏ下にͦれͧれの࣮ݧ上
のϙイントをまとめた。

� όοΫάϥ΢ϯυͷগͳ͍
3/Aਫ਼੡ͷͨΊͷϙΠϯτ

όックάラウンυをগな͘するため
の対ࡦとしては、上هのΑ͏にਫ਼製シ
スςϜͦのもののબ୒もॏ要で͋るが、
Biotin 化 RNA を用いるࡍでもผのํ
๏が存ࡏする。զʑはۙ࠷、和光純薬
工業からൢചされている Tamavidin� 

2-REV Magnetic Beads（Ҏ下 Tama-
vidin� 2）にΑる Biotin 化分子のਫ਼製
シスςϜを用いた࣮ݧを行ͬている。
Tamavidin� 2 はストϨプトΞϏδン
Ϗーズにൺ΂、όックάラウンυが低
͘（ਤ にࡍ࣮、（4 Tamavidin� 2 を用
い Biotin 化 7S,-RNA の結合λンύク
࣭の同定࣮ݧを行ͬたとこΖ、ストϨ
プトΞϏδンϏーズを用いた৔合には
同定が困難で͋ͬた̑छྨのط஌
7S,-RNA 結合λンύク࣭શての同定
に成ޭしている。Flag 化 RNA を用
いるํ๏にͭいては、ݱঢ়どの研究ࣨ
でも͑࢖るΘ͚ではないことから、
RNA 結合λンύク࣭の同定を͑ߟ
て おられる研究者にとͬて༗用な
πールで͋ると͑ߟられる。たͩ、ڵ
ຯਂいことに Tamavidin� 2 は、す΂
ての Biotin 化分子とۉ一に結合する
Θ͚ではな͘、͋るछの Biotin 化分
子にͭいて結合がऑ͘なることが஌ら
れておΓ、զʑの研究ࣨでも֬ೝして
いる。このことから、Tamavidin� 2

を用いるࡍにはまͣ、࢖用する Biotin
化分子との結合を֬ೝすることをおק
めする。

また、ಛ定のਫ਼製シスςϜを用いる
としてもਫ਼製に用いるϏーズのछྨに
Αͬて大きࠩ͘がग़るため、適੾な
Ϗーズをબ୒するඞ要が͋る（ྫ͑
͹、一般的にはΞΨロースϏーズΑΓ
も࣓気ϏーズのํがΑΓόックάラウ
ンυがগない）。ͦして、Ϗーズのྔ
΍ベイトྔのௐઅもॏ要な要ૉとなΓ
͏る。Ϗーズྔがগな͚れ͹、όック
άラウンυがݮる一ํ、Ϗーズྔをݮ
らしす͗ると当વながらਫ਼製できるベ
イト RNA ྔがͬݮてしまい、結合λ
ンύク࣭の同定が困難となる。さら
に、࢖用するベイトྔがଟす͗ること
もマイナスにಇき͏る。これまでの経
上、RNAݧ 結合഑ྻಛҟੑの高いλ
ンύク࣭（� 目的のλンύク࣭）は結
合഑ྻಛҟੑの低いλンύク࣭とൺ΂
細胞಺の存ྔࡏがগないࣄがଟ͘、一
定Ҏ上のベイト RNA ྔを用いた৔
合、഑ྻಛҟੑの高いλンύク࣭のਫ਼
製ྔは಄ଧちとなΓ、഑ྻಛҟੑの低
いλンύク࣭のみが૿͑、結Ռ的に഑
ྻಛҟੑの高いλンύク࣭（� 目的の
λンύク࣭）の同定を๦͛ることにな
る（ච者らは௨ৗ 1 × 107 ఔ度の細ݸ
胞のライθートを用いるࡍ、細胞಺の
mRNA の૯ྔΑΓはるかにগないྔ
で͋る 1pmol ఔ度のベイト RNA を用
いて࣮ݧを行ͬている）。

࿨ޫ७薬࣌ใ　Vol.84, No.3ʢ2016ʣ ࿨ޫ७薬࣌ใ　Vol.84, No.3ʢ2016ʣ

ਤ̏ɽ ൺֱにΑるॏཁな RN" ݁合タϯύΫ質のಉ定 ਤ̐ɽ 5amaWidin maHnetic beads を用いたղੳྫ
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� ॏཁͳ結߹λϯύΫ࣭Λ
બͼग़ͨ͢ΊͷϙΠϯτ

上ड़のΑ͏に、̍छྨの RNA には
਺ඦछྨもの RNA 結合λンύク࣭が
結合していることから、同定されたશ
てのλンύク࣭を解析することは不可
能で͋る。結合ྔのଟいλンύク࣭か
ら解析するとい͏ํ͑ߟも͋るが、細
胞಺にଟ͘存ࡏし、RNA 結合഑ྻಛ
ҟੑの低いλンύク࣭は̍छྨの
RNA 上にෳ਺結合している結Ռで͋
る可能ੑが高いため、ncRNA のػ能
として RNA スϙンδ 7, 8）などを想定
している৔合をআき、結合ྔのଟいλ
ンύク࣭を解析することはඞͣしもݡ
໌なࡦとも͑ݴない。զʑは、上ड़の
Α͏にෳ਺の RNA ؒで結合λンύク
࣭をൺֱしಛҟੑをج४に解析す΂き
λンύク࣭をબͿことが࠷も༗ޮで͋
ると͑ߟている。ൺֱ対৅の RNA と
してはྫ͑͹、目的 ncRNA と໌らか
にػ能がҟなると͑ߟられる ncRNA
΍、目的 ncRNA の૬ิ഑ྻ、ncRNA
上のػ能ΤϨϝントが໌らかな৔合は
ͦのྖҬをܽଛさせたܽଛมҟମをベ
イトとして用いるࣄなどが͑ߟられる

が、いͣれの৔合でも可能なか͗Γベ
イト RNA ྔ΍௕さが同͡になるΑ͏
に഑ྀすることがॏ要で͋る。当વな
がら、Ϗーズのみの mock とのൺֱは
適੾とは͑ݴない。

� ͷՄೳ性ޙࠓ

本ߘでは、ベイト RNA を合成し、
in vitro においてベイト RNA と結合す
るRNA結合λンύク࣭を細胞ライθー
ト中からਫ਼製、同定するํ๏を঺հし
たが、ۙ࠷、ෳ਺のΞンνセンスΦリ
ΰを用いて಺ੑࡏの RNA と結合する
λンύク࣭をਫ਼製するํ๏として、
CHART ๏΍ CHARP ๏などが։発さ
れ、࣮ࡍに RNA 結合λンύク࣭の同
定にҖ力を発شしている 9, 10, 11, 12, 13）。こ
のΑ͏な࣮ݧにおいても、上ड़したϙ
イントのॏ要ੑはมΘらないか、ಛに
目 的 ncRNA の ௕ さ が ௕ い ৔ 合 ΍
ncRNA の発ྔݱがগない৔合は、Α
Γॏ要ੑが૿すと͑ߟられる。
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ίーυ No. 品　　　໊ ֨　ن 容　ྔ ๬ೲೖՁر （֨ԁ）

297-77501
MaHCapture5M RN" 1ull Down "ssay ,it 

（Ωット内容）Capture MaHnetic Beads, 8ash Buffer, Cell 
-ysis Buffer, Reconstitution Buffer, Biotin &lution Buffer

Ҩ఻ࢠ研究用 10ճ用 58,000

136-18341 MaHCapture5M 5amaWidin� 2-R&7 Ҩ఻ࢠ研究用 2mℓ 40,000

133-18611 MaHCapture5M H1 5amaWidin� 2-R&7 Ҩ఻ࢠ研究用 2mℓ 58,000

MBH$BQUVSF5M�シリーズ

ϥイセϯスにͭいて・・・5amaWidin�は೔本た͹こࣜגۀ࢈会ࣾのొ࿥঎ඪです。5amaWidin� 2は೔本た͹こࣜגۀ࢈会
͔ࣾΒϥイセϯスをड͚てൢചしています。

タマビジン磁気ビーズタマビジン磁気ビーズ

質量分析
分子の正確な質量を測定することに
より、タンパク質を同定する方法。
現在では一度の解析により数千タン
パク質の同定、さらに定量が可能と
なっている。

Tamavidin®

タモギ茸より抽出されたBiotin結合タ
ンパク質。Streptavidinと同様 Biotin
化分子の精製に用いられる。

7SK-RNA
細胞内に多量に存在する有名な
ncRNAの一つ。転写の活性に関わる。

…2 〜 10℃保存 …− 20℃保存 …− 80℃保存　 150…− 150℃保存　表示がない場合は室温保存です。ͦのଞのུ߸は、ר຤をご参照下さい。
掲載内容は、2016 年 7 月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。
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� ͸͡Ίʹ

19 に、ᢄଁ中にリύーθの存لੈ
が֬ೝされ、リύーθは、Ξϛラーࡏ
θ、プロςΞーθとともにॏ要ࢹさ
れ、࢈業的にはҩ薬用ফ化߬ૉ、਍அ
薬、ચࡎ、৯品Ճ工、Ωラル合成など
にར用されてきている 1, 2）。またͦれ
Ҏ֎にもۙ年άリーンέϛストリーの
఺から、߬ૉ΍ඍ生物などの生ମ৮؍
ഔのར用は஫目されておΓ、ಛに光ֶ
な化合物を得るख๏としてリύーੑ׆
θは͘޿ར用され、ଟ͘の研究成Ռが
報ࠂされている 3）。࣮用ྫでは不ೋ製
༉で行ΘれたΧΧΦ༉ࢷの製଄（1988
年）΍、田ล製薬にΑるδルνΞθϜ

ʮϔルベッαーʯの中ؒମの光ֶੑ׆
ମの製଄（1993 年）にリύーθがར
用されてきた 4）。1980 年Ҏલは、合
成ҩ薬品中でΩラルな化合物のຆどは
ラセϛମで͋ͬたが、ラセϛମで上市
するためにはՊֶ的ࠜڌを要ٻされる
Α͏になͬたことから、光ֶੑ׆なҩ
薬品のׂ合が૿͑ている。光ֶੑ׆ମ
の製଄の中で、ラセϛମの分ׂに生ମ
৮ഔがར用される৔合、ऩ率が࠷大で
も 50 � で͋Γ、経ࡁ的にもڥ؀໘か
らも大きな問୊となる。ۙ年では、動
的光ֶ分ׂ（%,R�%ynamic ,inetic 
Resolution）とݺ͹れる、߬ૉととも
にۚଐ৮ഔ౳を࡞用させて、ラセϛ化
させながら目的の૾ڸମにऩଋさせる

（理࿦ऩ率 100 �）ख๏がいͭ͘か報
されているࠂ 5）。

リύーθ΍プロςΞーθを代表とす
るՃਫ分解߬ૉは、ൺֱ的ଟ͘のछྨ
の߬ૉが安Ձにೖख可能で͋るためݱ
もखܰにར用されている。リ࠷でもࡏ
ύーθはλンύク表໘がൺֱ的ૄਫੑ
のΞϛϊࢎでߏ成されているために、
༗ػ化ֶで࢖用される一般的な༗༹ػ
ഔ中でࣦ׆せͣ安定で͋る。༗༹ػഔ
中で࢖用できる߬ૉは、൓Ԡܥに༗ػ
༹ഔをఴՃしたΓਫ૚との 2 ૚ܥにし
たΓすることで࣭ج（または生成物）

の༹解度の޲上、生成物્֐のճආ、
生成物の༗༹ػഔ૚（またはਫ૚）΁
のআڈ、߬ૉ液の࠶ར用などができる
可能ੑが͋るため൓Ԡܥをσβインす
る上でબ୒ࢶが大き͘޿がる。本ߘで
はओに光ֶੑ׆ମ製଄用్にお͚る֤
छリύーθのར用にͭいて、ͦのಛ௃
と༗ޮੑを঺հする。

2 リύーθͷಛ௃

リύーθは࣭ࢷのΤスςル結合をՃ
ਫ分解する߬ૉの૯শで͋る（EC 
3.1.1.3）。リύーθはࢷ๱ࢎとάリセ
リンからなるトリάリセリυを࣭جと
して、Ճਫ分解、合成、またはసҠ൓
Ԡを行͏。リύーθは࣭جで͋るトリ
άリセリυのଟ༷ੑから、分解ಛҟੑ
がҟなる਺ଟ͘のछྨが஌られてい
る。リύーθの࣭جಛҟੑは࣍のΑ͏
に分ྨされる 6）。

ʲҐஔಛҟੑʳ
リύーθがトリάリセリυに࡞用し

てࢷ๱ࢎを༡離する時に、どのҐஔの
トリάリセリυ（1 Ґ、2 Ґ、3 Ґ）
をՃਫ分解するのかはリύーθのछྨ
にΑΓҟなる。Lipase AS ʠAmanoʡ 
΍ Lipase M ʠAmanoʡ 10 がൺֱ的に
1ɼ3 Ґಛҟ的に分解し、Lipase A:S 

ʠAmanoʡはඇಛҟ的に分解するಛ௃
をもͭ。また Lipase G ʠAmanoʡ 50
はトリάリセリυに࡞用しないがδά
リセリυ、Ϟϊάリセリυに࡞用する
Ϣニークな߬ૉで͋る（表̍）。

ʲࢷ๱ࢎの࠯௕ಛҟੑʳ
トリάリセリυに結合しているࢷ๱

௕（୸ૉ਺）は࠯のࢎ 2 ʙ 24 લ後と
෯が޿い。୹࠯のࢷ๱ࢎ結合、͋るい
は中࠯のࢷ๱ࢎ結合ٴͼ௕࠯のࢷ๱ࢎ
結合をྑ͘Ճਫ分解するリύーθに分
ྨされる（表̍）。

ʲ൓Ԡ༷式ʳ
リύーθの൓Ԡは可ٯ的で͋Γ൓Ԡ

৚݅にΑΓ、Τスςル結合の合成も৮
ഔできる。Ճਫ分解、Τスςル化൓
Ԡ、Τスςルަ׵൓Ԡが͋る。

� ΞϚϊリύーθͷ঺հ

リύーθはओに࣭ࢷのՃਫ分解൓Ԡ
に関Θる߬ૉで͋るが、࣭جಛҟੑが
、用し࡞छʑのΤスςル化合物に͘޿
高いཱମબ୒ੑをࣔす。ͦのҝΞル
コール΍ΧルϘンࢎの光ֶ分ׂにར用
されている。たͩしリύーθの༝དྷに
Αͬてͦのཱମબ୒ੑは大き͘ҟなる
ので、要ٻされるཱମߏ଄にΑͬて࠷
も適したੑ能のリύーθをબ୒するこ
とになる。リύーθは動物Ҏ֎にも、
২物、ඍ生物と͘޿分෍しているが、
ͦのར用のଟ͘がඍ生物༝དྷのリύー
θとなͬている。これは、Ҩ伝子組׵
͑技術౳のە株վྑ技術がすすみ、
安定的に高発ݱさせる製଄技術が進
Μͩഎܠが͋る。またଟछྨのリύー
θがऔ得できるΑ͏になͬたことから
ͦのൺֱ࣮ݧにΑΓ、リύーθのଟ༷
ੑが֬ೝされͭͭ͋る。一般的に
Burkholderia cepacia  ͼ、Candidaٴ
antarctica ༝དྷのリύーθࡎの研究報
がଟいことが஌られている。Ҏ下にࠂ
Ξマϊリύーθとͦのಛ௃的な߬ૉに
ͭいてまとめる（表̍）。
-JQBTF�P4�ʠANBOPʡ�4%

Lipase PS ʠAmanoʡ S% は、Burkholderia 
cepacia ༝དྷのΞϛϊࢎ਺ 320 のリ
ύーθでCandida antarctica ༝དྷのリ
ύーθとともにΩラル合成用్で研究
報ྫࠂがଟい߬ૉの一ͭで͋る。બ୒
ੑがඇৗに高いリύーθで͋Γ、ଟ਺
の報ྫࠂが͋る。スクリーニンάを行
にはまͣは試してみるՁ஋の͋るࡍ͏
߬ૉࡎで͋る。
-JQBTF�A,�ʠANBOPʡ

Lipase A, ʠAmanoʡは、Pseudomonas 
quorescence ༝དྷのΞϛϊࢎ਺ 320 の
リύーθで、Lipase PS ʠAmanoʡ S%
΄どではないが、Ωラル合成用్のリ
ύーθとして༗用な߬ૉࡎで͋る。
Lipase PS ʠAmanoʡ S% とྨࣅしたΞ
ϛϊࢎ഑ྻで͋るが、બ୒ੑにҧいが
みられるためこちらもڙに試すことを

リパーゼの特徴と有効性について
ఱ໺ΤϯβΠϜࣜגձࣾ　޾　౻ࠤल

࿨ޫ७薬࣌ใ　Vol.84, No.3ʢ2016ʣ
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ਪ঑する。
-JQBTF�A:4�ʠANBOPʡ

Lipase A:S ʠAmanoʡ は Candida 
rugosa ༝དྷの߬ૉࡎでΞϛϊࢎ਺は
534 で͋る。બ୒ੑは֓してྑ͘ない
が大きなΞルコールでྑいબ୒ੑをࣔ
すことが͋る。༉ࢷの 3 ͭのҐஔのΤ
スςル結合を同ఔ度にඇಛҟ的にՃਫ
分解することが大きなಛ௃で͋る。

市ൢ߬ૉࡎの中には、ૈ߬ૉ品の৔
合が͋Γ、ෳ਺の߬ૉがࠞ合されたঢ়
ଶで存ࡏしているものも͋る。またො
形ࡎがؚまれてλンύクؚ࣭ྔも਺
� にա͗ない߬ૉࡎも͋Γѻいのࡍ
には஫意がඞ要で͋る。

� ߬ૉͷεΫリーχϯάྫ

ઌにもड़΂たとおΓ目的となる光ֶ
ମをબ୒するํ๏として߬ૉをརੑ׆
用する৔合、࣭جごとに൓ԠੑをධՁ
するඞ要が͋る。ここでは光ֶੑ׆ମ
を得るための߬ૉをબ୒する一ྫとし
てՃਫ分解とΤスςルަ׵൓ԠにΑる
スクリーニンάྫをҎ下にࣔす。
˻Ճਫ分解൓Ԡ˼

1mℓのऴೱ度 0.1M リンࢎ؇ি液
（pH 7.0）に߬ૉค຤を 10mg Ճ͑て
༹解させる。さらに൓Ԡ࣭جを 20mg
Ճ͑る。࣭جが不༹な৔合は、ͦのま
まݒ୙させたঢ়ଶで൓Ԡを行͏か、਺
10ˋのΞルコール΍Ξセトンでࠞ和さ
せるํ๏をとることも可能で͋る。一

൩֧፩させた後に、൓Ԡ液を༗༹ػഔ
にてநग़して、TLC、GC、HPLC ౳
で生成物の༗ແ΍光ֶ純度を֬ೝする

（ਤ 1ɼ2）。またトルΤンなどのਫと
ࠞ和しない༗༹ػഔを用いてਫとの 2
૬ܥを用いて行͏こともできる。
˻Τスςルަ׵൓Ԡ˼

1mℓの༗༹ػഔ（n- ϔプλン౳）
に൓Ԡ࣭جを 20 mg Ճ͑て༹解させ
る。さらにਣࢎϏニル౳のΞシル化ࡎ

を࣭جと౳ྔϞルҎ上Ճ͑て、߬ૉค
຤もし͘はݻ定化߬ૉを 10mg Ճ͑て
一൩֧፩൓Ԡさせる。൓Ԡ液からΖա
΍நग़にΑΓ߬ૉをআいて、TLC、
GC、HPLC ౳で生成物の༗ແ΍光ֶ
純度を֬ೝする（ਤ 3ɼ4）。

༗用な߬ૉがબผされた৔合には、
さらに൓Ԡを࠷適化させることになる
が、࣭جೱ度、߬ૉೱ度、༹ഔ、൓Ԡ
Թ度、Ξシル化ࡎ（Τスςルަ׵の৔
合）のछྨ౳をݕ౼することになる。
なお൓Ԡܥに༗༹ػഔを用いる৔合に
は、λンύクのࣦ׆΍ཱମબ୒ੑにӨ
用࢖、を༩͑ることが஌られておΓڹ
༹ഔには஫意がඞ要で͋る。また࠷適
な߬ૉが見ͭからな͘ても、৽たな߬
ૉをスクリーニンάするのではな͘ج
࣭のߏ଄をม͑ることで解ܾできる৔
合が͋る。化ֶ๏とҟなΓ࣭جೱ度が
どこまで上͛られるかは߬ૉ๏の大き
な問୊఺で͋Γ࠷低でも 5 ʙ 10� が
๬まれる。

࿨ޫ७薬࣌ใ　Vol.84, No.3ʢ2016ʣ ࿨ޫ७薬࣌ใ　Vol.84, No.3ʢ2016ʣ

Ϧύーθ ଶܗ ༉ࢷҐஔ特ҟੑ ௕࠯ࢎ๱ࢷ
特ҟੑ

ཱମબ୒ੑ
報ྫࠂの਺

-ipase "S �"mano� ค຤ 1,3���2 ୹த࠯ ˑˑˑ

-ipase ", �"mano� ค຤ 1,3�2 ୹த௕࠯ ˑˑˑˑ

-ipase ":S �"mano� ค຤ ແし ୹த௕࠯ ˑˑˑ

-ipase ( �"mano� 50 ค຤ ແし த௕࠯ ˑ

-ipase M �"mano� 10 ค຤ 1,3���2 த௕࠯ ˑ

-ipase 1S �"mano� SD ค຤ 1,3�2 ୹த௕࠯ ˑˑˑˑˑ

-ipase 1S �"mano� *M 定化酵素ݻ 1,3�2 ୹த௕࠯ ˑˑˑˑˑ

表̍ɽ ΞϚϊϦύーθのੑ質

ਤ̐ɽ Τスςルަ׵൓Ԡࣜྫ（� ෆ੪த৺を示す）

ਤ̎ɽ Ճਫ分ղ൓Ԡࣜྫ（� ෆ੪த৺を示す）

ਤ̍ɽ Ճਫ分ղ൓Ԡのૢ֓࡞ཁ ਤ̏ɽ Τスςルަ׵൓Ԡのૢ֓࡞ཁ

＊1 ： 水に混ざる有機溶媒 ； DMSO、アルコール、アセトン等
＊2 ： 水に混ざらない有機溶媒 ； 酢酸エチル，ジエチルエーテル，
       クロロホルム等

反応組成
20 mg　基質（もしくは有機溶媒で溶解＊1）
10 mg　酵素
  1 ml　 0.1Mリン酸緩衝液（pH 7.0）

室温（もしくは30℃）で一晩反応

（有機溶媒で抽出＊2）

TLC、GC、HPLCにより分析
（変換率、光学純度を確認）

＊1 ： 酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル等
＊2 ： n-ヘプタン、t-ブチルメチルエーテル、
       イソプロピルエーテル等

反応組成
20 mg　基質
        　アシル化剤＊1（基質に対して等モル添加）
  1 ml 　有機溶媒＊2
10 mg　酵素

室温（もしくは30℃）で一晩反応

抽出またはろ過

TLC、GC、HPLCにより分析
（変換率、光学純度を確認）
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� ఆԽ߬ૉͷར用ݻ

߬ૉのݻ定化は、༗༹ػഔ中での൓
Ԡੑの޲上、安定ੑの޲上、܁Γฦし
଴でظ用にΑるコストダウンなどが࢖
きることからプロセス։発にお͚るॏ
要な߲目となる。工業的には、߅生物
࣭中ؒମで͋る 6-APA の製଄にお͚
るϖニシリンΞシラーθ΍光ֶੑ׆Ξ
ϛϊࢎ製଄にお͚るΞϛϊΞシラーθ
などが代表的なݻ定化߬ૉの࣮用化ྫ
で͋る。

߬ૉのݻ定化には、一般的に୲ମ結
合๏、Սڮ๏、แׅ๏が஌られてい
る。Lipase PS ʠAmanoʡ IM は୲ମ結
合๏にΑΓௐ製されたݻ定化߬ૉで͋
Γ、ܔ૶౔にૄਫ的にٵணしている。
ૄਫ結合にΑるݻ定化߬ૉはཱମߏ଄
の大きなม化を൐Θͣに結合している
ことがଟいҝ、߬ૉ本དྷの能力をҡ࣋
できていることがଟい。Lipase PS 

ʠAmanoʡ IM はैདྷのค຤品の Lipase 
PS ʠAmanoʡ S% とൺ΂てΤスςルަ

ഔ଱ੑも༹ػがඇৗに高͘、༗ੑ׆׵
高いݻ定化߬ૉで͋Γ、ಛに༗༹ػഔ
を用いたඍਫܥの൓Ԡに適したݻ定化
߬ૉで͋る（ਤ 5）。

� ͓ΘΓʹ

ҩ೶薬分໺において光ֶੑ׆ମのध
要は高͘、簡ศでޮ率的な光ֶੑ׆ମ
の製଄๏の֬率はࠓ後ともॏ要になͬ

て͘る。リύーθの工業ར用は、ͦの
目的に͋ͬたリύーθをબ୒すること
がॏ要で͋るが、ۙ年はόイΦςクϊ
ロδー技術が進み、目的Ҩ伝子のػ能
վมに関する報ࠂがଟ͘されている。
ࡧ後は、༗用な߬ૉをޮ率Α͘୳ࠓ
し、目的の࣭جに͋ͬたリύーθにվ
มするなどςーラϝイυ߬ૉの։発に
対Ԡしてい͘ඞ要が͋る。

ʤߟࢀจݙʥ
1） Ҫ上ᅳੈ ؂修：ʮ߬ૉԠ用の技術と市৔ 2015ʯ

（シーΤϜシーग़൛）（2015）ɽ
2） 日本߬ૉ協会ʮ日本高所࢈業খ࢙ʯϫーΩン

άάループ編ʯ：ʮ日本߬ૉ࢈業খ࢙ʯ（日本
߬ૉ協会）（2009）ɽ

3） ٢Ԭཾᢔ ؂修：ʮ光ֶੑ׆ҩ薬品։発とΩラ
ルプロセス化ֶ技術ʯ（αイΤンスˍςクϊ
ロδー）（2011）ɽ

ྉ情報センλーࢿ業技術࢙࢈Պֶത物ཱؗࠃ （4
編：ཱࠃՊֶത物ؗ技術のܥ౷化ௐࠪ報ࠂɼ
14,（173）（2009）ɽ

5） ੺Ҫप࢘：生࢈と技術ɼ66（2）ɼ57 （2014）ɽ
6） ఱ໺ΤンβイϜ株式会社ϗーϜϖーδ
　  http://www.amano-en[yme.co.jp/jp/

࿨ޫ७薬࣌ใ　Vol.84, No.3ʢ2016ʣ ࿨ޫ७薬࣌ใ　Vol.84, No.3ʢ2016ʣ

ίーυ No. 品　　　　໊ 起　ݯ ੑ　׆ ֨　ن 容　ྔ ๬ೲೖՁر （֨ԁ）
015-26311

D-"minoacylase "mano ┉⓲ⓤ┧┳┰┭ ʾ 5.0 Munits/H ༗ػ合੒用
10Munits 13,000

011-26313 50Munits 32,000
125-06541

-ipase ", "mano └┷┩┹┨┳┱┳┲┥┷ⓤ
┪┰┹┳┶┩┷┧┩┲┷

ʾ 20,000 '*1 
units/H ༗ػ合੒用

10g  6,500
121-06543 50g 18,500
129-06561

-ipase "S "mano ┅┷┴┩┶┫┭┰┰┹┷ⓤ
┲┭┫┩┶

ʾ 12,000 
units/H ༗ػ合੒用

10g  6,000
125-06563 50g 13,000
122-06551

-ipase ":S "mano ┇┥┲┨┭┨┥ⓤ
┧┽┰┭┲┨┶┥┧┩┥

ʾ 30,000 
units/H ༗ػ合੒用

10g  4,500
128-06553 50g 10,500
121-06521

-ipase ( "mano 50 └┩┲┭┧┭┰┰┭┹┱ⓤ
┧┥┱┩┱┦┩┶┸┭

ʾ 50,000 
units/H ༗ػ合੒用

10g  7,500
127-06523 50g 16,000
328-58341

-ipase M "mano 10 ┑┹┧┳┶ⓤ┮┥┺┥┲┭┧┹┷ − ϫίーέϛカル
10g  3,300

324-58343 50g  7,000
128-06531

-ipase 1S "mano SD ┆┹┶┯┬┳┰┨┩┶┭┥ⓤ
┧┩┴┥┧┭┥

ʾ 23,000 '*1 
units/H ༗ػ合੒用

10g  5,500
124-06533 50g 14,000
127-06501 -ipase 1S *M "mano, *mmobili[ed on 

Diatomaceous &arth 
┆┹┶┯┬┳┰┨┩┶┭┥ⓤ

┧┩┴┥┧┭┥ ʾ 500 units/H ༗ػ合੒用
 5g  5,000

125-06502 25g 12,000

ΞϚϊリύーθ

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

No treatment

Isopropyl ether

Toluene

t-Methyl butylether

Tetrahydrofurane

Acetone

4-Methyl-2-pentanone

Ethyl acetate

1,4-Dioxane

t-Butanol

Methanol

DMSO

Relative conversion rate (%)

ਤ̑ɽ ֤ ༗༹ػഔにରする - i p a s e  1 S  
ʠ"M"N0ʡ *M の҆定ੑ
25℃、24 時ؒで֤༗༹ػഔॲཧしたޙ
のΤスςルަੑ׆׵の࢒存཰

P ro d u c t s

…2 〜 10℃保存 …− 20℃保存 …− 80℃保存　 150…− 150℃保存　表示がない場合は室温保存です。ͦのଞのུ߸は、ר຤をご参照下さい。
掲載内容は、2016 年 7 月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。
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リパーゼ৮ഔにΑΔಈతޫֶ෼ׂ๏�
7ʵ.14�
௨ৗ、Ճਫ分解߬ૉで͋るリύーθをར用した൓Ԡは、

ラセϛମの͏ちのยํの૾ڸҟੑମ͚ͩを൓Ԡさせるた
め、生成物のऩ率は࠷大 50� になΓます。

本品は、ϝιϙーラスシリΧにΦΩιόナδウϜ化合物
を୲࣋した৮ഔで、リύーθと同一の൓Ԡܥで࢖用する
と、ラセϛମΞルコールから 1 ͭのΤナンνΦマーのみを
ऩ率 100ˋで得ることができます。

൓Ԡ例�
��ʣ

■ ��（┖）தؒମݤ�λχίϥΠυͷෆ੪શ߹੒ͷ（�）ࡎە߅ 
ͷ߹੒΁ͷԠ用

ैདྷ法Αり୹޻ఔ、ߴ収཰に（┖）-4の合੒に੒ޭした。

ʤߟࢀจݙʥ
1） Egi, M., Sugiyama, ,., Saneto, M., Hanada, R., ,ato, ,. and Akai, S. : 

Angew. Chem. Int. Ed., 52 , 3654 （2013）.
2） ੺Ҫप࢘ : 生࢈と技術, 66 , 57 （2014）.
3） Fujioka, H., Matsuda, S., Horai, M., Fujii, E., Morishita, M., Nishiguchi, N., 

Hata, ,. and ,ita, :. : Chem. Eur. J ., 13 , 5238 （2007）.

�の͓஌Βͤൢ࠶
૩用�੨৭γϦΧήϧס
本品は、インδέーλーにԘ化コόルトを࢖用した、ס

૩用シリΧήルです。
シリΧήルが࣪ٵすることにΑΓ、੨৭から౧৭に৭が

ม化します。࣪ٵしたシリΧήルはՃ೤することで࠶生
し、࠶ར用可能です。

■ ΑΔ色ௐมԽʹ࣪ٵ 
૬ର࣪౓： 0� 20ˋ 50ˋ 90ˋ

　　　γϦカήル ੨（Ԙ化ίόルト）

ؔ࿈঎඼
૩用ίόϧτϑリーシリΧήϧס

インδέーλーに༗ܥػ৭ૉ（ςトラフΣニルリンϙル
フΟリンೋԘ化物Ԙ）を࢖用しています。

シリΧήルが࣪ٵすることにΑΓ、྘৭から౧৭を経て
ᒵ৭にม化します。
૬ର࣪౓： 0� 20ˋ 50ˋ 90ˋ

　　　γϦカήル ྘（ίόルトϑϦー）
ʦ再生時の஫ҙʧ130℃以上でՃ೤した場合、イϯジέーターが
分ղしਖ਼しい࣪౓を示さないڪれがありますので、130℃以下で
。૩して下さい。Ճ೤の目҆は̎時ؒですס

…2 〜 10℃保存 …− 20℃保存 …− 80℃保存　 150…− 150℃保存　表示がない場合は室温保存です。ͦのଞのུ߸は、ר຤をご参照下さい。
掲載内容は、2016 年 7 月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

コードNo. 品　　　名 容量 希望納入価格（円）

199-18295 Silica (el, Small (ranular, Blue
（໿1-3mm：ܘཻ） 500g 1,800 

192-18305
Silica (el, Medium (ranular, Blue 

（໿2-5mm：ܘཻ）

500g 1,650 
190-18301 3kg 9,800 
198-18307 12.5kg 照  会
192-18285 Silica (el, -arHe (ranular, Blue 500g 1,650 
198-18287 12.5kg 照  会

コードNo. 品　　　名 容量 希望納入価格（円）
྘৭

196-16625 Silica (el, Small (ranular, (reen
（໿1.2-2.4mm：ܘཻ） 500g  2,900

190-16645
Silica (el, Medium (ranular, (reen　

໿：ܘཻ） 1.7-4.0mm）

500g  2,600
198-16641 3kg 15,000
196-16647 12.5kg 照　会
194-16665 Silica (el, -arHe (ranular, (reen

໿：ܘཻ） 3.35mm 以上）
500g  2,700

190-16667 12.5kg 照　会
ࠞ߹ɼ྘৭

193-16635 Silica (el, Small (ranular, Mixed
（(reen） （ཻܘ：໿1.2-2.4mm） 500g  3,500

197-16655 Silica (el, Medium (ranular, Mixed
（(reen） （ཻܘ：໿1.7-4.0mm）

500g  2,900
193-16657 12.5kg 照　会
191-16675 Silica (el, -arHe (ranular, Mixed

（(reen） （ཻܘ：໿ 3.35mm 以上） 500g  3,400

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

228-02341
7-M1S4 ༗ػ合੒用

1g 16,000

224-02343 5g 50,000

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

ΦΩιόφδ΢ϜʹΑΔ
�
��సҐΛ൐͏ラセϛԽ

ϦύーθʹΑΔԽֶબ୒తฒͼʹ
ΤφϯνΦબ୒తΤεςϧԽ

ैདྷ๏（๺�౻ԬΒͷ（�）�UBOJLoMJEFͷෆ੪શ߹੒）
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௒׆ߴ性ࢎԽ৮ഔγリーζ�
OPS�";"%0
A;A%O シリーズは、TEMPO 化のࢎ 20 ഒҎ上のੑ׆

をࣔす௒高ࢎੑ׆化৮ഔです。௨ৗでは、TEMPO 化ࢎ
で൓Ԡが進行しないཱମো֐の大きな 2 ࢎΞルコールのڃ
化が、A;A%O シリーズを用いることにΑΓ可能となΓ
ます。また、൓Ԡ଎度が଎いため、TEMPO 化にൺ΂ࢎ
෭൓Ԡ生成物がগない఺がಛ௕として͛ڍられます。

この度、nor-A;A%O の大༰ྔを௥Ճしました。

൓ Ԡ 例

ᶃ/B0$MΛ用͍ͨA;A%0ࢎԽ

ᶄۭࢎؾԽ൓Ԡ

ᶅఱવ෺߹੒΁ͷԠ用

ʤߟࢀจݙʥ
.和光純薬時報ɼ75 （1）ɼ2 （2007）：࣏޷ᔹؠ（̍
.Organic SRuareɼ29ɼ2 （2009）：࣏޷ᔹؠ（̎
.Organic SRuareɼ45ɼ2 （2013）：࣏޷ᔹؠ（̏
̐）ᖂ୩ਖ਼ढ़ɼؠᔹ࣏޷：和光純薬時報ɼ84 （1）ɼ8 （2016）.

ؔ࿈঎඼
Խ৮ഔࢎ

A;A%OL� は、日࢈化ֶ工業株式会社のొ࿥商ඪです。

ࡎԽࢎڞ

…2 〜 10℃保存 …− 20℃保存 …− 80℃保存　 150…− 150℃保存　表示がない場合は室温保存です。ͦのଞのུ߸は、ר຤をご参照下さい。
掲載内容は、2016 年 7 月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

010-24921 100mg  4,600

016-24923 ";"D0-� ༗ػ合੒用   1g 14,000

014-24924   5g 48,000

048-33891
DMN-";"D0 ༗ػ合੒用

100mg 11,000

044-33893 500mg 37,000

132-15261 1-Methyl-2-
a[aadamantane-N-oxyl

ʲ1-Me-";"D0  r
༗ػ合੒用

100mg  8,500

138-15263 500mg 29,000

209-19501
2,2,6,6-5etramethyl-1-
piperidinyloxy, Radical

ʲ5&M10  r  危

  5g  6,700

207-19502 ༗ػ合੒用  25g 20,000

205-19503 100g 65,000

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

012-24981

nor-";"D0 ༗ػ合੒用

100mg 10,000

016-24984   1g 16,000

012-24986   5g 65,000

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

197-02206
Sodium Hypochlorite 
Solution 化学用

500mℓ    850

195-02207 20kg 照　 会

195-17212 Sodium Hypochlorite 
1entahydrate 

݁থタイϓ
࿨ޫ一ڃ

 25g  2,300

199-17215 500g  4,500

049-32961

（Diacetoxyiodo）ben[ene

  5g  3,000

047-32962 ༗ػ合੒用  25g  7,500

045-32963 250g 40,000

NEW

NEW

TEMPO AZADOL® 1-Me-AZADO

nor-AZADO DMN-AZADO

0.003 mol% nor-AZADO
NaOCl (1.5 eq.)

KBr (10 mol%), n-Bu4NBr (5 mol%)

sat. NaHCO3-CH2Cl2, 0℃, 40 min, 92%

Air (balloon), 99 %

1 mol% nor-AZADO
NaNO2 (20 mol%), AcOH (2 eq.)

MeCN, rt, 4 h,

nor-AZADO

CH
2
Cl
2
, rt, 93%

steps
PhI(OAc)

2

(-)-Acetylaranotin
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඼໨௥Ճ� �
ࡎ5'"3
本品は、੍ޚリϏンάラδΧルॏ合ख๏の一ͭで͋る

RAFT ॏ合に用いられる連࠯Ҡ動ࡎです。分子ྔの分෍
ൣғがڱいϙリマーの合成に༗ޮです。

特　　長
● 分子ྔの分෍ൣғがڱいϙリマーを合成可能
● ൓Ԡܥにϋロήン・ॏۚଐをؚまないため低ڥ؀ෛՙな

ॏ合๏
● 適したRAFTࡎ（連࠯Ҡ動ࡎ）を用いることで、ൣ޿

ғのラδΧルॏ合ੑϞϊマーのॏ合੍ޚが可能
● ਫ΍イΦンੑ物࣭のӨڹをड͚に͘いॏ合ܥで͋るた

め、׭能جをもͭϞϊマー΍ਫܥでのॏ合にもൺֱ的༰
қに適用可能

൓ Ԡ 例

ʤߟࢀจݙʥ
̍）,ang, H. et al . : Polym. Sci. Aⓤ⓾ⓤPolym. Chemi ., 53 , 1777 （2015）.

3A'5ࡎɹ試薬ηοτ
̑छྨのトリνΦΧルϘωートܕRAFTࡎのセットです。
共໾Ϟϊマーのスクリーニンάにごར用下さい。

セット಺༰： 上هՁ֨表　No. 3、4、7、11、12の化合物
֤1gのセット

…2 〜 10℃保存 …− 20℃保存 …− 80℃保存　 150…− 150℃保存　表示がない場合は室温保存です。ͦのଞのུ߸は、ר຤をご参照下さい。
掲載内容は、2016 年 7 月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

No. コードNo. 品　　　名 規格�ϝーΧー 容量 希望納入価格（円）

1
357-40901 Bis（dodecylsulfanylthiocarbonyl）

disulfide 
ϫίー

έϛカル
1g 11,000

353-40903 5g 40,000

2
029-17961 Bis\4-<ethyl-（2-hydroxyethyl）

carbamoyl>ben[yl^ 5rithiocarbonate
༗ػ

合੒用
5g  7,000

027-17962 25g 16,000

3
358-40931 4-<（2-Carboxyethylsulfanylthiocarbon

yl）sulfanyl>-4-cyanopentanoic "cid
 

ϫίー
έϛカル

1g 17,000

354-40933 5g 57,000

4
037-24651 2-\<（2-Carboxyethyl）

sulfanylthiocarbonyl>sulfanyl^
propanoic "cid

༗ػ
合੒用

1g 11,000

033-24653 5g 40,000

5
354-40911 2�-Cyanobutan-2�-yl 4-Chloro-3,5-

dimethylpyra[ole-1-carbodithioate
 

ϫίー
έϛカル

1g 18,000

350-40913 5g 59,000

6
034-25021 2�-Cyanobutan-2�-yl 

3,5-Dimethylpyra[ole-1-
carbodithioate 

༗ػ
合੒用

1g 16,000

030-25023 5g 57,000

7
030-24641 4-Cyano-4-

<（dodecylsulfanylthiocarbonyl）
sulfanyl>pentanoic "cid 

༗ػ
合੒用

1g 17,000

036-24643 5g 57,000

8
351-40921 Cyanomethyl 3,5-Dimethylpyra[ole-1-

carbodithioate 
ϫίー

έϛカル
1g 17,000

357-40923 5g 57,000

9
035-24691 Cyanomethyl N-Methyl-N-

phenyldithiocarbamate 
༗ػ

合੒用
1g 14,000

031-24693 5g 51,000

10
047-33981 S, S-Diben[yl 5rithiocarbonate

 
༗ػ

合੒用
1g 14,000

043-33983 5g 53,000

11
351-40781 2-<（Dodecylsulfanylthiocarbonyl）

sulfanyl>propanoic "cid 
ϫίー

έϛカル
1g 11,000

357-40783 5g 40,000

12
350-40751 Methyl 4-Cyano-4-

<（dodecylsulfanylthiocarbonyl）
sulfanyl>pentanoate 

ϫίー
έϛカル

1g 17,000

356-40753 5g 57,000

コードNo. 品　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

183-03341 R"'5 ReaHent Set 1
  ༗ػ合੒用 1セット

（1g×5छྨ） 照　会

NEW

NEW

RAFT重合

H3C
（CH2）11

S S

S CN
OH

O
H3C
（CH2）11

S S

S N

CN
OH

O

O

Mn=5,200 g/mol, PDI=1.2

n

O

AIBN
65℃, 90 min
1,4-dioxane

N

C26H50S6＝555.07
CAS No. 870532-86-8

①

S S S S

S

S

C
25
H
32
N
2
O
4
S
3
＝520.73

CAS No. 948877-09-6

②

S S

S

HO

N N

O O

OH

C10H13NO4S3＝307.41

③

HO

O

O

OH
S S

S CN

C
7
H
10
O
4
S
3
＝254.35

CAS No. 870451-09-5

④

O

O

OH

HO S S

S

C11H14ClN3S2＝287.83

⑤
S

S

CN
N N

Cl

C11H15N3S2＝253.39

⑥

S

S CN
N N

C
19
H
33
NO

2
S
3
＝403.67

CAS No. 870196-80-8

⑦

S

S S

CN

OH

O

（CH
2
）
11

H
3
C

C8H9N3S2＝211.31

⑧
S

S CNN N

C15H14S3＝290.47
CAS No. 26504-29-0

⑩
S

S S

C16H30O2S3＝350.60

CAS No. 558484-21-2

⑪

S

S S

OH

O

（CH2）11
H3C

C20H35NO2S3＝417.69
CAS No. 870532-87-9

⑫
S

S S

CN
O

O

（CH）11
H3C

C10H10N2S2＝222.33
CAS No. 76926-16-4

⑨
S

S CNN

近日
発売
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ϚελーϑΝΠϧొ࿥ࡁΈ�
C'('༹ӷɼ.'
本品は、2016 年 5 月にݪ薬౳ొ࿥ݪ฽（マスλーファ

イル：MF）にͦのଞ（培地ఴՃ物）区分としてొ࿥され
ました。

bFGF（Ԙੑجઢҡժ細胞成௕Ҽ子：basic pbroblast 
growth factor）は、ώト ES/iPS 細胞培養時にະ分化ੑを
ҡ࣋させながら、細胞を૿৩させるためにඞਢのҼ子とさ
れておΓ、ະ分化ҡ࣋用培地にఴՃして࢖用されていま
す。

当社はՊ研製薬株式会社がൢചする᧘ᚃ・ൽෘ௵ᙾ࣏ྍ
ʮフΟϒラストࡎ � スプϨーʯの༗ޮ成分で͋る組ܕ͑׵
ώト bFGF を同社ΑΓఏڙをड͚、࠶生ҩྍ研究用試薬
としてൢചしています。

特　　長
● MFొ࿥ࡁみ˞

● 生物༝དྷݪྉج४クリΞ
● 製଄プロセスでのແە保ূ
● Ready-to-Useの༹液品
　ͦのまま培地にఴՃしてご࢖用௖͚ます

੡඼֓ཁ
༹ ：ঢ়ܗ˔ 液品
˔ؚྔ（SDS-1"(&）：99�Ҏ上
˔タϯύΫ質ೱ౓： 0 . 9ʙ1 . 1mg/mℓ
　　　　　　　　　（初ճ࣮੷஋ 1 . 0mg/mℓ）
˔ΤϯυトΩγϯ：10EU/mgҎ下
˔ൺ50 ：ੑ׆ສࡍࠃඪ४単Ґ/mgҎ上（BH,- 21細胞を

用いたόイΦΞッセイ๏にΑる）

ʤߟࢀจݙʥ
̍）Akutsu, H. et al : Regenerative Therapy, 1 , 18 （2015）.

ϚελーϑΝΠϧొ࿥ࡁΈ�
4#������
�.'
本品は、ͦのଞ（培地ఴՃ物）区分として 2016 年 6 月

にݪ薬౳ొ࿥ݪ฽（マスλーファイル：MF）にొ࿥しま
した。製଄工ఔ΍分析๏のόリσーシϣン、ม؅ߋ理を࣮
ৗ的に安定した品࣭の製品を得られるମ੍で製଄߃、しࢪ
しています。

SB431542 は、TGF- Ќスーύーファϛリー 1 Ξクνܕ
ϏンϨセプλー༷Ωナーθ（AL,）のબ୒的્ࡎ֐で、
AL,4、5、7 を્֐します。ES 細胞༝དྷ಺ൽ細胞の૿৩、
分化、シート形成をܹࢗすると報ࠂされています。また、
νΞκϏϏン、P%0325901 とともに࢖用するとリプロά
ラϛンάޮ率が 200 ഒҎ上վળし、かͭリプロάラϛンά
がスϐーυΞップするとも報ࠂされています。

特　　長
●MFొ࿥ࡁみ˞

●Ξニマルフリー
　 動物༝དྷݪྉ不࢖用の化ֶ

合成品
࢈ࠃ●
　 合成ʙแ૷までをશて日本

಺で製଄ࠃ
●高い品࣭安定ੑ
　連ଓෳ਺ロット合࣮֨੷

੡඼֓ཁ
˔外؍： ന৭ʙԫ׊৭、結থੑค຤ʙค຤
˔ؚྔ（H1-C）： 98 . 0�Ҏ上
˔༹ղੑ： %MSO、Ξセトニトリルに可༹
˔ਫ分： 2 . 0�Ҏ下
˔ΤϯυトΩγϯ： 0 . 05EU/mgະຬ
˔生ە਺試ݧ、マイコプラズマ試ࡁݧみ

ؔ࿈঎඼
M'ొ࿥඼˞

…2 〜 10℃保存 …− 20℃保存 …− 80℃保存　 150…− 150℃保存　表示がない場合は室温保存です。ͦのଞのུ߸は、ר຤をご参照下さい。
掲載内容は、2016 年 7 月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

193-18031 SB431542, M' 細胞培養用  5mg 24,000
199-18033 25mg 84,000

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

062-06661
b'(' Solution, M' 細胞培養用

50Жℓ  80,000

068-06663 50Жℓ×4 260,000

C22H16N4O3＝384.39

CAS No. 301836-41-9

O

O

O

N N

H

N

NH2

コードNo. 品　　　名 ొ࿥൪߸ 規格 容量 希望納入価格（円）

259-00613
:-27632, M' 227M'40013 細胞

培養用
 5mg  50,000

257-00614 25mg 200,000
038-24821 C,*-7 Dihydrochloride, 

M' 
228M'40005 細胞

培養用
 5mg  27,000

034-24823 25mg  96,500

近日
発売
近日
発売

NEW

NEW

˞ 原薬౳ొ࿥原฽（M'）΁のొ࿥は、ް生࿑ಇল（ಠཱߦ੓法ਓ医薬品医ྍػ器૯合ߏػ）にΑる、品質及び҆શੑにؔする確認または
ධՁがߦΘれたことをҙຯするものではありません。



Productsew

18
࿨ޫ७薬࣌ใ　Vol.84, No.3ʢ2016ʣ ࿨ޫ७薬࣌ใ　Vol.84, No.3ʢ2016ʣ

ϙδςΟϒリετؔ࿈�
೶ༀඪ४඼
ϙδςΟϒリスト関連のཹ࢒೶薬試ݧ用ඪ४品の௥Ճ品

目をご঺հします。品目はॱ࣍௥Ճしています。

■ΞϝτΫτϥδϯ୅ँ࢈෺#ඪ४඼
化学໊：  4-（7-"mino-5-ethyl<1,2,4>

tria[olo<1,5-a>pyrimidin-6-yl）
butanoic "cid

ؚ （ྔH1-C）：98.0� 以上
外　؍：  ന৭〜͏ すいԫ׊৭、݁থੑค຤〜

ค຤

■ΞϝτΫτϥδϯ୅ँ࢈෺(ඪ४඼
化学໊：  6-（7-"mino-5-ethyl<1,2,4>

tria[olo<1,5-a>pyrimidin-6-yl）
hexanoic "cid

ؚ （ྔH1-C）：95.0� 以上
外　؍：  ന৭〜Θ͔ͣに͏ すいԫ׊৭、݁থ

ੑค຤〜ค຤

■Ϋϩϐϥリυඪ४඼
化学໊：  3,6-Dichloropyridine-2-carboxylic 

"cid
ؚ （ྔRNMR）：98.0� 以上
外　؍：  ന৭、݁থ〜݁থੑค຤
උ　ߟ：  除૲剤

■ϑϧシϥκーϧ୅ँ࢈෺%ඪ४඼
化学໊：  <Bis（4-fluorophenyl）methyl>silanol
ؚ （ྔRNMR）：98.0� 以上
外　؍：  ന৭、݁থੑค຤〜ค຤

■ϔΩαδϊϯ୅ँ࢈෺$ඪ४඼（ҟ性ମࠞ߹෺）
化学໊：  3-（4-Hydroxycyclohexyl）-6-

（methylamino）-1-methyl-1,3,5-
tria[ine-2,4-（1H,3H）-dione

ؚ （ྔH1-C）：98.0� 以上（ҟੑମࠞ合）
外　؍：  ന৭、݁থੑค຤〜ค຤

■ςϧϒνϥδϯඪ४඼
化学໊：  N 2-t -Butyl-6-chloro-N 4-ethyl-1,3,5-

tria[ine-2,4-diamine
ؚ （ྔRNMR）：98.0� 以上
外　؍：  ന৭、݁থੑค຤〜ค຤
උ　ߟ：  除૲剤

ͦのଞのϙδςΟϒリスト関連品目は下هΑΓごࢀর下さ
い。
当社試薬HPˠΧςΰリーからબͿˠ分析・ڥ؀ˠ৯品分
析ˠ01.ཹ࢒೶薬・動物用ҩ薬品（ϙδςΟϒリスト੍度）
ˠ1.ϙδςΟϒリスト੍度対Ԡ　औѻい品目一ཡ（16. 07）

1SFTFQ��)$�/�γリーζରԠ5-$ϓϨーτ�
γϦΧήϧ��'���5-$ϓϨʔτ �ϫίʔ
本品は、細4ܘ޸nmの高ൺ表໘ੵλイプのシリΧήル

をృ෍したTLCプϨートです。
高分離能、高αンプルෛՙྔを࣮ݱする中ѹ分औ用Χラ

ϜプϨセップ�シリΧήル（HC-N）シリーズと૬関ੑが͋
Γ、これらをซ用することにΑΓΧラϜ༹ग़時ؒを༧ଌす
ることが可能です。また、一般シリΧήルTLCプϨート

（細6ܘ޸ʙ7nmのシリΧήルをృ෍。）とൺֱしてRf஋
がখさ͘なるため、展։液の༹ੑۃഔの組成を上͛ること
が可能で、難༹ੑ化合物の分離に༗ޮです。

σ ʔ λ
■  分཭性ೳൺֱ

…2 〜 10℃保存 …− 20℃保存 …− 80℃保存　 150…− 150℃保存　表示がない場合は室温保存です。ͦのଞのུ߸は、ר຤をご参照下さい。
掲載内容は、2016 年 7 月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

011-26151 "metoctradin Metabolite B 
Standard 

೶薬ཹ࢒
試験用 20mg 45,000

018-26161 "metoctradin Metabolite ( 
Standard 

೶薬ཹ࢒
試験用 20mg 45,000

038-24941 Clopyralid Standard 
೶薬ཹ࢒
試験用 100mg 10,000

067-06611 'lusila[ole Metabolite D 
Standard 

೶薬ཹ࢒
試験用 100mg 40,000

086-10211
Hexa[inone Metabolite 
C Standard（mixture of 
isomers） 

೶薬ཹ࢒
試験用 100mg 30,000

206-20361 5erbuthyla[ine Standard 
೶薬ཹ࢒
試験用 100mg  9,000

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEWC11H15N5O2＝249.27

NH2
OH

ON

NN

N CH3

C13H19N5O2＝277.32

NH2
OH

ON

NN

N CH3

C
6
H
3
Cl
2
NO

2
＝192.00

CAS No. 1702-17-6

N
Cl

Cl

COOH

C13H12F2OSi＝250.32

CAS No. 156162-13-9

CH3

OH

F FSi

C11H18N4O3＝254.29

CAS No. 72585-88-7

CH3

CH3

O

O

HO

N N

N N

H

C9H16ClN5＝229.71
CAS No. 5915-41-3

NHC（CH3）3

NHCH2CH3

N

N N

Cl

プレート：2cm×10cm（7cm 展開）
サンプル：DBP＊1  0.01g/mℓ
　　　　　DMP＊2  0.01g/mℓ 
　　　　　in　Hex/AcOEt=85/15
チャージ量：0.5μℓ

＊1 DBP = Dibutyl Phthalate
＊2 DMP = Dimethyl Phthalate

①一般 TLCプレート 85/15 0.41 0.21
②40F254TLCプレート 85/15 0.31 0.11
③40F254TLCプレート 80/20 0.42 0.19

①　　　②　　  ③

Rf値
TLCプレート

DBP＊1  DMP＊2
展開溶媒
（Hex/AcOEt）

ʦ࣍ทにଓ͘ʧ
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■  ��'2���5-$ϓϨーτ�ϫίーͱ֤分औ用ΧϥϜͷอ
持૬関άϥϑ

ؔ࿈঎඼
シリΧήル 40F 254 TLC プϨート-ϫコーに対Ԡした中

ѹ分औ用ΧラϜ、ΧラϜクロマト用シリΧήルです。

தѹ分औ用ΧϥϜ

ΧϥϜΫϩϚτάϥϑ用

�い΍͢い༹ӷλΠϓొ৔࢖
ϦγϧΤϯυϖϓνμʔθ��༹ӷ
本品は、リシンのΧルϘΩシルجଆのϖプνυ結合をۃ

めてಛҟ的に੾அするセリンプロςΞーθです。TLC,ɼ
PMSFٴͼ%FPで્֐され、TAC,では્֐されませΜ。

優れたಛҟੑをར用して、λンύク࣭の一࣍ߏ଄解析の
ためのϖプνυ࠯のஅย化΍、ϖプνυマッϐンάなどに
ར用されています。

この度、ごར用௖き΍すい༹液λイプを発ചしました。

特　　長
ಛҟੑが高い࣭ج●
●ศརな༹液λイプ

੡඼֓ཁ
ঢ়：༹液（2mmol/ℓ Tris-HCl Bu⒎er, pH 8.0）ܗ˔
8.0：ੑ׆˔ ʙ 12.0AU/mℓ（࣮ଌ஋ラベルにࡌه）
˔୯Ґの定ٛ： pH 9.5、30ˆで 1 分ؒに 1Жmol のp- ニトロ

Ξニリンを生成する߬ૉྔを 1AU とする。
˔ &C No.：3.4.21.50

ʤߟࢀจݙʥ
1）Masaki, T. et al . : Agrie. Biol. Chem., 42 , 1443 （1978）.
2）Morihara, ,. et al . : Biochem. Biophys. Res. Commun., 92 , 396 （1980）.
3） Schwert, G.W. and Takenaka, :. : Biochim. Biophys. Acta ., 16 , 570

（1955）.
4）Tuppy, H. et al . : Hoppe Seylerʟs ;. Physiol, Chem., 329 , 278 （1962）.
5）Masaki, T. et al . : Biochim. Biophys. Acta ., 660 , 44 （1981）.
6）Masaki, T. et al . : Biochim. Biophys. Acta ., 660 , 51 （1981）.
7） ໢୔ 進ɼਖ਼໦ ෢࣏ɼ޿੉ ਖ਼໌ɼ෭ౡ ਖ਼ඒɼ࡚ࢁ จ෉：୿ന࣭ ֩ࢎ 

߬ૉɼ31 （7）ɼ629 （1986）.

ؔ࿈঎඼

…2 〜 10℃保存 …− 20℃保存 …− 80℃保存　 150…− 150℃保存　表示がない場合は室温保存です。ͦのଞのུ߸は、ר຤をご参照下さい。
掲載内容は、2016 年 7 月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

125-02543
-ysyl &ndopeptidase� 生化学用

2AU  8,000

129-02541 10AU 37,500

125-05061 -ysyl &ndopeptidase�, Mass 
Spectrometry (rade 

ϓϩςΦーム
研究用 20Жg×5 17,800

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

127-06621 -ysyl &ndopeptidase� 

Solution 生化学用 5AU 25,000

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

194-18201 SilicaHel40 '254
5-C 1late-8ako

ബ૚ΫϩϚト
άϥϑ用

5ຕ
（20cm×20cm） 9,500

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

291-34041 1resep�（-uer -ock）
Silica (el（HC-N）
5ype M（13H/25mὙ）

分取用ΫϩϚト
άϥϑ用

 20本 35,000

297-34043 100本 照　 会

295-34061 1resep�（-uer -ock）
Silica (el（HC-N）  
5ype -（35H/70mὙ）

分取用ΫϩϚト
άϥϑ用

 20本 45,000

291-34063 100本 照　 会

292-34071 1resep�（-uer -ock）
Silica (el（HC-N）
5ype 2-（50H/100mὙ）

分取用ΫϩϚト
άϥϑ用

 20本 60,000

298-34073 100本 照　 会

294-34031 1resep�（-uer -ock）
Silica (el（HC-N）
5ype 3-（115H/200mὙ）

分取用ΫϩϚト
άϥϑ用

  5本 28,000

290-34033  30本 照　 会

299-34081 1resep�（-uer -ock）
Silica (el（HC-N）
5ype 4-（230H/400mὙ）

分取用ΫϩϚト
άϥϑ用

  5本 38,000

295-34083  30本 照　 会

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

235-02455
カϥムΫϩϚト

άϥϑ用

500g  8,000

233-02451 8akosil� HC-N 2kg 25,000

231-02457 10kg 照　 会

NEW

NEW

他社品一般カラム
溶出理論曲線

®

®
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͕Μのڀݚに�
༗ޮ੒෼Խ߹෺ࡎΜ͕߅
当社では、߅がΜࡎの༗ޮ成分化合物をଟ਺品ଗ͑して

います。この度、品目を௥Ճしました。

■ �ΧόδλΩηϧ
本品は、Ϥーロッύイνイの਑ঢ়༿からநग़された 10-

σΞセνルόッΧνンᶙから൒合成されたλΩιイυܥ化
合物です。νューϒリンのॏ合をଅ進し、୤ॏ合を્֐す
ることにΑΓ、細胞分྾を્֐します。

˔外؍： ന৭ʙΘͣかに͏すい׊৭、結থੑค຤ʙค຤
˔ϝタϊール༹ঢ়：試ݧ適合
˔ؚ （ྔH1-C）：98 . 0�Ҏ上

■ �ΤϕϩリϜε（ҟ性ମࠞ߹෺）
本品は、ラύマイシンの༠ಋମで͋Γ、mTOR ࡎ֐્

です。F,506 結合λンύク࣭ -12（F,BP-12）と結合して
mTOR のੑ׆を્֐することにΑΓ、जᙾ細胞のシάナ
ル伝達を્֐し、जᙾ細胞の૿৩を཈੍します。さらに、
जᙾ細胞からの VEGF の࢈生と VEGF にΑる݂؅಺ൽ細
胞の૿৩を཈੍し、݂؅৽生を཈੍することにΑΓ、߅ज
ᙾ࡞用をࣔすと͑ߟられています。

˔外؍： ന৭ʙ͏すい׊৭、結থੑค຤ʙค຤
˔ΞセトχトϦル༹ঢ়：試ݧ適合
˔ؚ （ྔH1-C）（ҟੑମࠞ合）：97 . 0�Ҏ上

ؔ࿈঎඼

医薬品成分化合物シリーズ①
がん研究用試薬　パンフレットのご紹介

ҩ薬品成分をは͡めとするがΜ研究用試薬をまとめ
たύンフϨットがご͟います。

ごر๬のํは、当社Ӧ業һもし͘は代理ళにお問合
せ下さい。

ύンフϨットは、当社 HP でもごཡ௖͚ます。
http://www.wako-chem.co.jp/siyaku/product/life/
gan@kenkyu2/index.htm

…2 〜 10℃保存 …− 20℃保存 …− 80℃保存　 150…− 150℃保存　表示がない場合は室温保存です。ͦのଞのུ߸は、ר຤をご参照下さい。
掲載内容は、2016 年 7 月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

036-25081 Caba[itaxel 薬ཧ研究用   5mg 照  会

058-09141 &Werolimus （mixture of 
isomers） 

細胞生物学用
  5mg 12,000

054-09143  25mg 48,000

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

λΩιΠυܥԽ߹෺
047-31281 Docetaxel 薬ཧ研究用   5mg  22,000
169-18616

1aclitaxel 生化学用

  1mg   3,600
169-18611   5mg   7,000
165-18613  25mg  25,000
163-18614 100mg  70,000
N503્ࡎ֐
184-02531

Rapamycin （mixture of 
isomers） 

細胞生物学用
  1mg  20,000

180-02533  10mg  54,000
188-02534  50mg 180,000
203-20131 5emsirolimus （mixture of 

isomers） 
生化学用

  5mg  13,000
209-20133  25mg  52,000
&('3νϩシϯΩφーθ્ࡎ֐
048-32931

Dacomitinib 細胞生物学用
  1mg  13,000

044-32933  10mg  78,000
057-09111

&rlotinib Hydrochloride 薬ཧ研究用
100mg   8,000

053-09113 500mg  32,000

NEW

NEW

NEW

C53H83NO14＝958.22

CAS No. 159351-69-6

CH3 H3C

H3C

H3C

CH3

CH3

CH3

CH3

H3C

H3C

OH

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O
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N

O

H

C
45
H
57
NO

14
＝835.93

CAS No. 183133-96-2
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3
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3
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5317�Ξϯλΰχετ�
)$�������
本品は、TRPV4（Transient Receptor Potential Vanilloid 

4）のڧ力なΞンλΰニストです。TRPV4 は、低ਁಁѹ
でੑ׆化されるਁಁѹ感डੑड༰ମとして発見され、ਁಁ
ѹ感डੑの΄かにԹ度感डੑもࣔします。TRPV4 がൽෘ
のόリΞػ能に関༩していることが報ࠂされています。

HC-067047 は、TRPV1、V2、V3 に対する્ੑ׆֐と
ൺ΂て TRPV4 に対してগな͘とも 100 ഒ高いੑ׆をࣔし
ます。また、hEGF ͼٴ TRPM8 に対しても TRPV4 に対
するੑ׆の 1/10 ఔ度のੑ׆をࣔします。

˔外؍： ന৭ʙΘͣかに͏す
い׊৭、結থੑค຤
ʙค຤

˔Τタϊール༹ঢ়：試ݧ適合
˔ؚ （ྔH1-C）：98 . 0�Ҏ上

ؔ࿈঎඼
53P7�Ξΰχετ

53P7�Ξϯλΰχετ

˞ 5ocrisࣾの੡品は、੡଄όッνにΑͬてਫ࿨のఔ౓΍Ԙがมߋ
される場合がご͟います。ਖ਼ࣜな分ྔࢠ・分ࣜࢠはݱ品όイΞ
ルのϥϕルとఴ෇データγートをご確認下さい。

53P7߅�ମ

ΠϯϑϧΤϯβ΢Πϧεのڀݚに�
ΦηϧλϛϏϧΓΜࢎԘ
本品は、ϊイラϛニダーθ્ࡎ֐です。インフルΤンβ

ウイルスはウイルスの表໘に存ࡏするϊイラϛニダーθに
Αͬて॓ओ細胞表໘の౶࠯຤୺のシΞルࢎを੾Γ離し、細
胞から༡離することがΘかͬています。本品は、ϊイラϛ
ニダーθを્֐し、インフルΤンβウイルスの細胞からの
༡離を཈੍することで、ウイルス૿৩཈੍࡞用をࣔしま
す。

˔外؍： ന৭ʙご͘͏すいԫ
৭、結থੑค຤ʙค
຤またはմ

˔ਫ༹ঢ়：試ݧ適合
˔ؚ （ྔH1-C）：98 . 0�Ҏ上

ؔ࿈঎඼
ϊΠϥϛχμーθ્ࡎ֐

ϊΠϥϛχμーθޫܬϓϩーϒ

…2 〜 10℃保存 …− 20℃保存 …− 80℃保存　 150…− 150℃保存　表示がない場合は室温保存です。ͦのଞのུ߸は、ר຤をご参照下さい。
掲載内容は、2016 年 7 月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

153-03441
0seltamiWir 1hosphate 薬ཧ研究用

500mg 11,000

159-03443 5g 68,000

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

261-02151
;anamiWir n-Hydrate 薬ཧ研究用

100mg 15,000

267-02153 500mg 60,000

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

024-18011
B513-Neu5"c-Na 細胞生物学用

1mg 11,000

020-18013 5mg 30,000

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

085-10281 HC-067047 細胞生物学用 10mg 35,000

コードNo. ϝーΧーコード 品　　　名 規格 �ϝーΧー 容量 希望納入価格（円）

073-06491 ー
(S,1016790" 細胞生物学用

 5mg 15,000

079-06493 ー 25mg 60,000

166-26311 ー 4Ћ-1horbol 
12,13-Didecanoate 

ʲ4Ћ-1DD  r
細胞生物学用

 1mg 14,500

162-26313 ー  5mg 58,000

183-02981 ー
RN-1747 細胞生物学用

10mg 10,000

189-02983 ー 50mg 40,000

コードNo. ϝーΧーコード 品　　　名 規格 �ϝーΧー 容量 希望納入価格（円）

ー 5106/10
(S,2193874 5ocris

 10mg  62,000

ー 5106/50  50mg 262,000

518-91941 3746/10
RN 1734 5ocris

 10mg  33,000

ー 3746/50  50mg 136,000

189-03181 ー
Ruthenium Red ࿨ޫ特ڃ

100mg   6,000

185-03183 ー 1g  23,500

コードNo. ϝーΧーコード 品　　　名 規格 �ϝーΧー 容量 希望納入価格（円）

305-33611 ,M119
"nti Mouse 
5R174 1olyclonal 
"ntibody 

トϥϯス（ג）
ジェχッΫ

25Жg
（100Жℓ） 49,000

NEW

NEW

NEW

C26H28F3N3O2＝471.51
CAS No. 883031-03-6

CF3

CH3 O

O
N N

H

N

C16H28N2O4・H3PO4＝410.40

CAS No. 204255-11-8

CH3

H3C

H3C

H3C

H2N

・H3PO4

O

O

O

O

N

H
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ΞϧπϋΠϚーපؔڀݚ࿈ࢼༀ�
λ΢λϯύΫ࣭ɼώτɼ૊͑׵ମ
ମγϦʔζ߅λ΢߅
λウは、ඍখ؅結合λンύク࣭の一ͭで、ओに中਻神経

しておΓ、ඍখ؅の安定化をௐઅしてݱの神経細胞に発ܥ
います。また、40 か所Ҏ上のΓΜࢎ化෦Ґを༗しておΓ、
分子同࢜がॏ合してΦリΰマー、ᰒཻঢ়ڽ集ମ、ઢҡと
いͬたさま͟まな形ଶをऔることが஌られています。

Ξルπϋイマーප脳では、ΞϛロイυЌλンύク （࣭AЌ）
が஝ੵした࿝ਓൗ͚ͩでな͘、ΓΜࢎ化λウλンύク࣭が
஝ੵした神経ݪઢҡม化が形成されることが஌られていま
す。この神経ݪઢҡม化は、ͦのग़ݱのఔ度がೝ஌঱のॏ
঱度と૬関すると報ࠂされておΓ、Ξルπϋイマーපのݪ
Ҽ究໌΍࣏ྍ薬։発のために研究されています。成ਓ脳で
は 6 छྨのΞイιフΥーϜが存ࡏしておΓ、ඍখ؅結合෦
Ґを 3 ͭ࣋ͭ 3 リϐートλウ（3R-Tau）と 4 ͭ࣋ͭ 4 リ
ϐートλウ（4R-Tau）の 2 छྨに分͚られます。

当社では、6 छྨのΞイιフΥーϜٴͼ、2 छྨのඍখ
؅結合ྖҬの組͑׵ମと 4 छྨのλウ߅ମをऔΓଗ͑てい
ます。

■ �λ΢λϯύΫ࣭ɼώτɼ૊͑׵ମ
੡඼֓ཁ
૩品סঢ়：凍結ܗ˔
˔ౚ݁ס૩લόッϑΝー：20mmol/ℓॏ୸ࢎΞンϞニウϜ
˔॓ओ：大௎ە
˔උ6：ߟ×Hisλά෇Ճ

■ ମシリーズ߅λ΢߅�

੡඼֓ཁ

σ ʔ λ
■ �3�5BV߅ମ� ■ �3�5BV߅ମ

R1 R2 R3 R4 
1 383

R1 R3 R4 
1 352

N1 R1 R3 R4 
1 381

N1 N2 R1 R3 R4 
1 410

N1 R1 R2 R3 R4 
1 412

N1 N2 R1 R2 R3 R4 
1 441

R2 R1 R3 R4 
244 372

372

R1 R3 R4 
244 274 306

Tau-352 

Tau-381 

Tau-383 

Tau-410 

Tau-412 

Tau-441 

3-Repeat Domain 

4-Repeat Domain 

N1 N2 挿入部位

R1 R4 微小管結合部位

…2 〜 10℃保存 …− 20℃保存 …− 80℃保存　 150…− 150℃保存　表示がない場合は室温保存です。ͦのଞのུ߸は、ר຤をご参照下さい。
掲載内容は、2016 年 7 月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

204-20281 5au-352 1rotein, Human, 
recombinant 細胞生物学用 100Жg 40,000

201-20291 5au-381 1rotein, Human, 
recombinant 細胞生物学用 100Жg 40,000

204-20301 5au-383 1rotein, Human, 
recombinant 細胞生物学用 100Жg 40,000

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

201-20311 5au-410 1rotein, Human, 
recombinant 細胞生物学用 100Жg 40,000

208-20321 5au-412 1rotein, Human, 
recombinant 細胞生物学用 100Жg 40,000

205-20331 5au-441 1rotein, Human, 
recombinant 細胞生物学用 100Жg 40,000

202-20341
5au 1rotein 3-Repeat 
Domain, Human, 
recombinant 

細胞生物学用 100Жg 40,000

209-20351
5au 1rotein 4-Repeat 
Domain, Human, 
recombinant 

細胞生物学用 100Жg 40,000

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

3R-5au ମ߅ 4R-5au ମ߅ りんࢎ化 5au 5181 ମ߅ りんࢎ化 5au S199 ମ߅
ίーυNo. 016-26581 013-26591 016-26601 013-26611

֓ཁ

ඍ小؅݁合υϝイ
ϯを3ͭ༗する5au
Ξ イιϑΥーム
	5au-410,381, 
352
を認ࣝ

ඍ小؅݁合υϝイ
ϯ を 4 ͭ ༗ す る
5au ΞイιϑΥー
ム 	5au-441,412, 
383
 を認ࣝ

181 ൪目のスϨ
Φχϯ 	5181
 が
りんࢎ化された
5au を認ࣝ

199 ൪目のセϦϯ
（S199）がりんࢎ
化 さ れ た 5au を
認ࣝ

原߅

ώト5au267-274, 
306-313a.a. ྖ
Ҭ૬ಉϖϓνυ

ώト 5au の 273- 
291a.a. ྖ Ҭ ૬
ಉϖϓνυ

5181 をりんࢎ化
さ せ た ώ ト 5au
の171-191a.a.ྖ
Ҭ૬ಉϖϓνυ

S199 をりんࢎ化
さ せ た ώ ト 5au
の189-209a.a.ྖ
Ҭ૬ಉϖϓνυ

αϒΫϥス ϥット*H(2b,Е Ϛ΢ス *H(1,Д ϥット *H(2b,Д ϥット *H(2a,Д
ަࠩੑ ώト ώト ώト ώト

ΫϩーϯNo. 2"1-1'4 3&8-1"6 2&2-"6 5B8-1&2

దԠ
΢Τスタϯϒϩット
໔Ӹ௜߱

΢Τスタϯϒϩット
໔Ӹ௜߱

΢Τスタϯϒϩット
໔Ӹ૊৫છ৭
໔Ӹ௜߱

΢Τスタϯϒϩット
໔Ӹ૊৫છ৭
໔Ӹ௜߱

（データご提供：໊ݹ԰大学大学Ӄ医学ܥ研究科神経内科学　౻岡
先生、ੴ֞先生）

ʦαϯϓルʧ
3R-5au : mCherry-3R 5auをա৒ൃݱさせたNeuro2a細胞ഁࡅ液
4R-5au : ('1-4R 5auをա৒ൃݱさせたNeuro2a細胞ഁࡅ液
Ξϓϥイྔ : 25ЖH

3R-5au特ҟ的なόϯυのݕग़が
。Βれたݟ

4R-5au特ҟ的なόϯυのݕग़が
。Βれたݟ

70－

100－

75－

50－55－

40－

ʦ࣍ทにଓ͘ʧ



Productsew

23
࿨ޫ७薬࣌ใ　Vol.84, No.3ʢ2016ʣ ࿨ޫ७薬࣌ใ　Vol.84, No.3ʢ2016ʣ

■ ΓΜࢎԽ5BV�5߅���ମ

αϯϓル： ΞルπϋイϚーපऀױの
೴૊৫ύϥϑΟϯ੾ย

神経原ઢҡม化（りんࢎ化 5au 5181 をؚΉ）のછ৭
（データご提供：ಉࣾࢤ大学生໋医科学部 医生໋γスςム学科 
神経පཧ学　ࡔٶ先生）

■ΓΜࢎԽ5BV�4߅���ମ

αϯϓル： ΞルπϋイϚーපऀױの
೴૊৫ύϥϑΟϯ੾ย

神経原ઢҡม化（りんࢎ化 5au S199 をؚΉ）のછ৭
（データご提供：ಉࣾࢤ大学生໋医科学部 医生໋γスςム学科 
神経පཧ学　ࡔٶ先生）

ؔ࿈঎඼
ЌΞϛϩΠυ&-*4AΩοτ

࿝ਓൗɾ神経ݪઢ維มԽಛҟతޫܬϓϩーϒ�

ηΫϨλーθ્ࡎ֐�

…2 〜 10℃保存 …− 20℃保存 …− 80℃保存　 150…− 150℃保存　表示がない場合は室温保存です。ͦのଞのུ߸は、ר຤をご参照下さい。
掲載内容は、2016 年 7 月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

NEW

NEW

NEW

NEW

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）
Ќ�ηΫϨλーθ્ࡎ֐
115-00901 ,M*-429 細胞生物学用  1mg 45,000
112-00911 ,M*-574 細胞生物学用  1mg 45,000
119-00921 ,M*-1027 細胞生物学用  1mg 45,000
116-00931 ,M*-1303 細胞生物学用  1mg 45,000
Ѝ�ηΫϨλーθ્ࡎ֐
021-17781

BMS299897 細胞生物学用
 5mg 19,500

027-17783 25mg 79,000
043-33581

D"15 細胞生物学用
 5mg 21,000

049-33583 25mg 84,000
107-00161

+-,6 細胞生物学用
 5mg 24,000

103-00163 25mg 96,000
121-06141 --685,458 細胞生物学用  1mg 50,000

コードNo. 品　　　名 ౓ײग़ݕ
（QNoM�Ὑ）˞

ඪ४ۂઢ
ൣғ

（QNoM�Ὑ

規格 容量 希望納入価格（円）

292-62301 Human Ќ"myloid（1-40） 
&-*S" ,it 8ako 0.12 1.0-100 ໔Ӹ

化学用 96ճ用 78,000

298-64601 Human Ќ"myloid（1-40） 
&-*S" ,it 8ako ᶘ 0.019 1.0-100 ໔Ӹ

化学用 96ճ用 78,000

298-62401 Human Ќ"myloid（1-42） 
&-*S" ,it 8ako 0.08 1.0-100 ໔Ӹ

化学用 96ճ用 78,000

296-64401
Human Ќ"myloid（1-42） 
&-*S" ,it 8ako , HiHh 
SensitiWe 

0.06 0.1-20.0 ໔Ӹ
化学用 96ճ用 90,000

294-62501 Human/Rat Ќ"myloid（40） 
&-*S" ,it 8ako 0.25 1.0-100 ໔Ӹ

化学用 96ճ用 78,000

294-64701 Human/Rat Ќ"myloid（40） 
&-*S" ,it 8ako ᶘ 0.049 1.0-100 ໔Ӹ

化学用 96ճ用 78,000

290-62601 Human/Rat Ќ"myloid（42） 
&-*S" ,it 8ako 0.19 1.0-100 ໔Ӹ

化学用 96ճ用 78,000

292-64501
Human/Rat Ќ"myloid（42） 
&-*S" ,it 8ako , HiHh 
SensitiWe 

0.024 0.1-20.0 ໔Ӹ
化学用 96ճ用 90,000

コードNo. 品　名 ༻　　్ 規格 容量 希望納入価格（円）

029-16361 B'-168 ࿝ਓൗにൺֱ的特ҟ的なϓ
ϩーϒ

細胞生
物学用 1mg 15,000

026-16371 B'-170 神経原ઢҡม化にൺֱ的特
ҟ的なϓϩーϒ

細胞生
物学用 1mg 15,000

022-18811 B'-187 ࿝ਓൗ・神経原ઢҡม化を
ಉ一৭でછ৭できるϓϩーϒ

細胞生
物学用 1mg 25,000

025-18801 B'-188 ࿝ਓൗ・神経原ઢҡม化を
ผの৭でછ৭できるϓϩーϒ

細胞生
物学用 1mg 30,000

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

016-26581 "nti 3R-5au, Rat Monoclonal 
"ntibody（2"1-1'4） ໔Ӹ化学用 ü0Жℓ 30,000

013-26591 "nti 4R-5au, Monoclonal 
"ntibody（3&8-1"6） ໔Ӹ化学用 50Жℓ 30,000

016-26601
"nti 1hosphorylated 5au 5181, 
Rat Monoclonal "ntibody（2&2-
"6） 

໔Ӹ化学用 50Жℓ 30,000

013-26611
"nti 1hosphorylated 5au S199, 
Rat Monoclonal "ntibody（5B8-
1&2） 

໔Ӹ化学用 50Жℓ 30,000

24�ग़感度は、Std. 0O%�2S%（nݕ˞）のೱ度の代表ྫです。

医薬品成分化合物シリーズ③
試験研究用 神経系作用剤　パンフレットのご案内

ҩ薬品成分化合物で研究用試薬・神経࡞ܥ用ࡎとし
て࢖用されている化合物のύンフϨットを発行しまし
た。

ごر๬のํは、当社Ӧ業һもし͘は代理ళにお問合
せ下さい。

ύンフϨットは、当社 HP でもごཡ௖͚ます。
http://www.wako-chem.co.jp/siyaku/product/life/
iyakuhincatalog3/index.htm
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΢ΤελϯϒϩοςΟϯά༻ϒϩοΩϯάࢼༀ�
#MPDL�1SP5.�� ϒ̫ϩοΩϯάόοϑΝʔ
�ϓϩςΠϯϑϦʔ
本品は、ϒロッΩンά用に։発した化ֶ合成ϙリマー

とトリス؇ি液をओ成分とするプロςインフリーの5×ϒ
ロッΩンά試薬です。

λンύク࣭をؚΉϒロッΩンά液では、߅ମがλンύク
࣭成分にඇಛҟ的に൓Ԡする৔合が͋Γますが、本品は合
成ϙリマーを࢖用しているため、߅ମとの૬ੑにΑるόッ
クάラウンυの上ঢを཈੍できます。

ΓΜࢎ成分をؚまないため、߅ΓΜࢎ化λンύク࣭ಛҟ
的߅ମを用いたܥにも࢖用できます。

特　　長
●プロςインフリー
ମとの૬ੑにΑるόックάラウ߅ ●

ンυの上ঢ཈੍
●ΓΜࢎ成分不ؚ

σ ʔ λ
■  4G�細胞ʹൃͨͤ͞ݱ%:,%%%%,༥߹౶λϯύΫ
࣭ͷݕग़

■  %:,%%%%,�#APͷݕग़

本品のόッΫάϥ΢ϯυは、ଞࣾ品&、'とಉ౳であり、ଞࣾ品"
Αりも௿͔ͬた。

使用ํ๏
̍ɽ 本品を୤イΦンਫもし͘は TBS-T で 5 ഒにرऍし、

1 ×ϒロッΩンάόッファーをௐ製する。
　　ࠞ合のࡍは 5 ճ΄どస౗֧፩する。
　　 ϛニήル 1 ຕ（85mm × 80mm）に 14 ʙ 20mℓの

1 ×ϒロッΩンάόッファーを४උする。
̎ɽ సࣸ後のϝンϒϨンを୤イΦンਫ、TBS、TBS-T な

どでৼと͏しながら໿ 1 分ؒચড়する。 
̏ɽ トϨイもし͘はϏニールύックにϝンϒϨンをೖれ、

1 ×ϒロッΩンάόッファーをՃ͑る。
̐ɽ ࣨ Թで 1 時ؒৼと͏し、ϒロッΩンάする。
̑ɽ ϝンϒϨンを TBS-T でৼと͏しながら 5 ʙ 10 分ؒ

ચড়する。
̒ɽ߅ݪ߅ମ൓Ԡを行͏。
ମは߅　　 TBS-T でのرऍをਪ঑。

…2 〜 10℃保存 …− 20℃保存 …− 80℃保存　 150…− 150℃保存　表示がない場合は室温保存です。ͦのଞのུ߸は、ר຤をご参照下さい。
掲載内容は、2016 年 7 月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

コードNo. 品　　　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）

022-18931 Block-1ro5M 5̫ BlockinH 
Buffer, 1rotein-free 

໔Ӹ化学用

 50mℓ
（250mℓ分）  6,000

028-18933 250mℓ
（1,250mℓ分） 22,000本品は、最もόッΫάϥ΢ϯυが௿͔ͬた。

サンプル：DYKDDDDK-BAP
（Lane 1）10ng，（Lane 2）2.5ng，（Lane 3）0.6ng
転写：0.8mA/cm2 定電流で 1時間　
ブロッキング：室温で 1時間 
一次抗体反応：2,000 倍希釈（TBS-T），冷蔵でオーバーナイト
二次抗体反応：30,000 倍希釈（TBS-T），室温で 4時間

A

サンプル：DYKDDDDK融合糖タンパク質を
　　　　　発現させたSf9 細胞ライセート
 （Lane 1）200 倍希釈
 （Lane 2）400 倍希釈
 （Lane 3）800 倍希釈
転写：0.8mA/cm2 定電流で 1時間
ブロッキング：室温で 1時間
一次抗体反応：1,000 倍希釈（TBS-T），
　　　　　　　冷蔵でオーバーナイト
二次抗体反応：30,000 倍希釈（TBS-T ），
　　　　　　　室温で 4時間

NEW

NEW

ʦ࣍ทにଓ͘ʧ
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ؔ࿈঎඼
用ͨ͠試薬࢖σーλͰهࠨ

ϒλൽෘ༝དྷ�
ίϯυϩΠνϯེࢎ#φτϦ΢ϜʢσϧϚλϯེࢎφτϦ΢Ϝʣ
コンυロイνンེࢎは、動物組織に存ࡏし、ج本ೋ౶の

छྨにΑΓ、A、B、C、%、E、H、, の 7 छྨに分ྨさ
れます。これらは、さま͟まな細胞૿৩Ҽ子΍細胞֎マト
リックス成分と૬࡞ޓ用し、細胞઀ண、Ҡ動、૿৩、分
化、形ଶ形成といͬた、ଟ͘の細胞׆動に関༩していると
。能が研究されていますػ、られておΓ͑ߟ

੡඼֓ཁ
˔外؍： ന৭ʙΘͣかに͏すい੺৭、結থʙ結থੑค຤ま

たはմ
˔ਫ༹ঢ়： 試ݧ適合
95�Ҏ上：（ӭಈ法ؾి）ྔؚ˔

ʤߟࢀจݙʥ
̍）Hardingham, T. E. and Fosang, A.J. : FASEB J ., 6 , 861 （1992）.

ؔ࿈঎඼

…2 〜 10℃保存 …− 20℃保存 …− 80℃保存　 150…− 150℃保存　表示がない場合は室温保存です。ͦのଞのུ߸は、ר຤をご参照下さい。
掲載内容は、2016 年 7 月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

ༀࢼ コードNo. 品　　　名 規格�ϝーΧー 容量 希望納入価格（円）

αϯϓル
όッϑΝー 199-16132

Sample Buffer Solution 
with 3-Mercapto-1,2-
propanediol （ 2̫） 

ؾి
ӭಈ用 25mℓ  7,700

ϥϯχϯά
όッϑΝー 184-01291 RunninH Buffer Solution

（ 1̫0） 
ؾి

ӭಈ用 1ℓ  5,300

SDS-1"(&
ήル 198-15041 SuperSep5M "ce,

10-20�, 17well 
ؾి

ӭಈ用 10ຕ 14,000

ϝϯϒϨϯ

033-22453
Clear5rans� S1 
17D' Membrane, 
Hydrophobic, 0.2Жm 

ϒϩッςΟ
ϯά用 ר1 37,000

033-23813
Clear5rans� 
17D' Membrane, 
Hydrophobic, 0.45Жm 

ϒϩッςΟ
ϯά用 ר1 28,500

సࣸόッϑΝー 015-26213
"RuaBlot5M 10̫ HiHh 
&fficiency 5ransfer 
Buffer 

ϒϩッςΟ
ϯά用 1ℓ 13,500

5BS-5 207-18061 5BS-5, pH 7.4（ 1̫0） ϒϩッςΟ
ϯά用 1ℓ  9,200

一࣍߅ମ
018-22381 "nti D:,DDDD, taH, 

Monoclonal "ntibody
 

໔Ӹ
化学用

200Жg 24,000
014-22383 1mg 48,000
012-22384 5mg 77,000

ඪࣝ二࣍߅ମ 564-72861
1eroxidase "ffini1ure 
Donkey "nti-Mouse *H( 

（H�-） 
+*R 0.5 ℓ̼ 40,800

化学ൃޫ試薬 297-72403 *mmunoStar� ;eta ϒϩッςΟ
ϯά用 1,000cm2 30,000

+*R ： +ackson *mmuno Research -ab. *nc.

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

037-24391
Chondroitin Sulfate " 
Sodium Salt, from Chicken 

CartilaHe 
細胞生物学用   5mg 20,000

034-08801 Chondroitin Sulfate C 
Sodium Salt ࿨ޫ特ڃ

 5g  4,900
032-08802 25g 13,000
032-14613 Chondroitin Sulfate C 

Sodium Salt 生化学用
 5g  5,200

034-14612 25g 15,500

034-23061
Chondroitin Sulfate & 
Sodium Salt, from SRuid 
CartilaHe 

細胞生物学用   2mg 20,000

087-04511 Hyaluronic "cid Sodium 
Salt, from Rooster Comb 

生化学用
100mg  2,850

083-04513  1g 10,700

082-05041 Hyaluronic "cid Sodium 
Salt, from Streptococous 
;ooepidemious 

生化学用
100mg  3,700

088-05043  1g 12,600

162-22131 1roteoHlycan, from Salmon 
Nasal CartilaHe 

細胞生物学用
 10mg 16,000

168-22133  50mg 64,000
085-08054 25,000units  4,600
081-08051 Heparin -ithium 生化学用 100,000units 10,500
087-08053 500,000units 37,000
085-00134 

Heparin Sodium ࿨ޫ特ڃ

10,000units  2,550
081-00136 100,000units  4,600
081-00131 1,000,000units 29,800
087-00133 4,000,000units 94,000

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）

031-24811 
Chondroitin Sulfate B
Sodium Salt, from 
1orcine Skin

ʲDermatan Sulfate 
Sodium Salt  r

細胞生物学用
 25mg 15,000

037-24813 100mg 45,000

Phos-tag® SDS-PAGE ガイドブック
第 4版 発行

λンύク࣭をΓΜࢎ化ϨベルにԠ͡て分離できる
ʮPhos-tag� S%S-PAGE ʯΨイυϒックのվగ൛を発行
しました。

　ごر๬のํは、当社Ӧ業һもし͘は代理ళにお問合
せ下さい。
　当社HPでもごཡ௖͚ます。http://www.wako-chem.co.Kp/
siyaku/product/life/phos-taH/pdf/"crylamide/2.pdf

˔�վྑܕϓϩトコϧ͕৽ొ৔
分離能が大෯に޲上
˔�応༻ྫͷ঺հ

ウΤスλンϒロッςΟンά、
࣭ྔ分析、2%-PAGE など
Λ௥Ճݟ৽ͷ஌࠷�˔

トラϒルシューςΟンάに
৽の஌見を௥Ճ࠷
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૊߅͑׵ମ΍ΩϝϥλϯパΫ࣭のڀݚに࠷ద�
Q$"(�'D
ʢ'D༥߹λϯύΫ࣭ൃݱϕΫλʔʣ
本品は、任意の Fc ྖҬを目的λンύク࣭の C ຤୺ଆに

༥合し、΄ೕ動物細胞で一աੑ発ݱできるシϟトルベク
λーです。MCS の N ຤୺ଆにインλーロイΩン 2 の分ൻ
シάナル഑ྻが、C ຤୺ଆにώンδ഑ྻをؚΉ Fc ഑ྻが
ૠೖされています。Fc ྖҬは、hIgG1ɼmIgG1ɼmIgG2aɼ
mIgG2bɼrIgG2aɼrIgG2b の ý छྨをラインΞップしてお
Γ、任意の Fc ྖҬをબͿことができます。

Fc ༥合Ωϝラλンύク࣭は、ݩのλンύク࣭のੑ׆を
保ちながら、௕い൒ظݮ、΄ೕྨ細胞発ܥݱにお͚る高発
プロςイン、ݱ A ΍ G で簡ศにਫ਼製可能とい͏ಛ௕を࣋
ͭため、ओにλンύク࣭のػ能解析΍組߅͑׵ମのૅج研
究に࢖用されています。

特　　長
● CAGプロϞーλーを࣋ͭFcྖҬ༥合λンύク࣭発ݱベ

クλー
● 6छྨのFcྖҬをラインΞップ
● 分ൻシάナルૠೖࡁみ
● ଟ਺の੍߬ݶૉを࢖用可能

ϕΫλʔϚοϓ
■ Q$A(�)ZH�N*H(��'D� ■ Q$A(�/FP�N*H(2B�'D

ૉ߬ݶ用Մೳͳ੍࢖■

ؔ࿈঎඼
,A/&,A�,BO$BQA5M

本品は、高ՍڮセルロースϏーズと৽نのΞルΧリ଱
ੑプロςイン A リΨンυからߏ成された、プロςイン A
Ϗーズです。

組߅͑׵ମ΍ Fc ༥合Ωϝラλンύク࣭のਫ਼製にはੋඇ
,ANE,A ,anCapATM をご࢖用下さい。

特　　長
●ΞルΧリ଱ੑ
● ༹ ग़৚݅を࠷適化
●高い߅ମ結合能
●リαイクル可能
●༰қにスέールΞップ可能

■ຊ඼ʹ࢖用͍ͯ͠ΔϓϩςΠϯA（վมܕϓϩςΠϯA）֓ ཁ

当社HPにて、IgG༹ग़プロファイルなどৄ細をご঺հしています。
http://www.wako-chem.co.jp/siyaku/product/life/,anCapA/
index.htm

…2 〜 10℃保存 …− 20℃保存 …− 80℃保存　 150…− 150℃保存　表示がない場合は室温保存です。ͦのଞのུ߸は、ר຤をご参照下さい。
掲載内容は、2016 年 7 月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

コードNo. 品　　　名 規　格 容量 希望納入価格（円）
165-27741 pC"(-HyH h*H(1-'c Ҩ఻ࢠ研究用 20Жg 75,000
162-27751 pC"(-HyH m*H(1-'c Ҩ఻ࢠ研究用 20Жg 75,000
169-27761 pC"(-HyH m*H(2a-'c Ҩ఻ࢠ研究用 20Жg 75,000
166-27771 pC"(-HyH m*H(2b-'c Ҩ఻ࢠ研究用 20Жg 75,000
163-27781 pC"(-HyH r*H(2a-'c Ҩ఻ࢠ研究用 20Жg 75,000
160-27791 pC"(-HyH r*H(2b-'c Ҩ఻ࢠ研究用 20Жg 75,000
163-27801 pC"(-Neo h*H(1-'c Ҩ఻ࢠ研究用 20Жg 75,000
160-27811 pC"(-Neo m*H(1-'c Ҩ఻ࢠ研究用 20Жg 75,000
167-27821 pC"(-Neo m*H(2a-'c Ҩ఻ࢠ研究用 20Жg 75,000
164-27831 pC"(-Neo m*H(2b-'c Ҩ఻ࢠ研究用 20Жg 75,000
161-27841 pC"(-Neo r*H(2a-'c Ҩ఻ࢠ研究用 20Жg 75,000
168-27851 pC"(-Neo r*H(2b-'c Ҩ఻ࢠ研究用 20Жg 75,000

コードNo. 品　　　名 規　格 容　量 希望納入価格（円）

114-01071
,"N&," 
,anCap"5M

 2mℓ（net 1mℓ）  10,000
110-01073 Ҩ఻ࢠ研究用 10mℓ（net 5mℓ）  40,000
118-01074 50mℓ（net 25mℓ） 150,000

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

ϕΫター "cc * BamH * Cla  * &coR * &coR 7 Hind *** 1st  * Sal  * Sma  * Spe  * Xho  *
pC"(-HyH 
h*H(1-'c ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

pC"(-HyH 
m*H(1-'c ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

pC"(-HyH 
m*H(2a-'c ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

pC"(-HyH 
m*H(2b-'c ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

pC"(-HyH 
r*H(2a-'c ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓
pC"(-HyH 
r*H(2b-'c ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

pC"(-Neo 
h*H(1-'c ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓
pC"(-Neo 
m*H(1-'c ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

pC"(-Neo 
m*H(2a-'c ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

pC"(-Neo 
m*H(2b-'c ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

pC"(-Neo 
r*H(2a-'c ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓
pC"(-Neo 
r*H(2b-'c ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

野生型プロテインA
リガンド

KANEKAプロテインA
リガンド

多量体化

変異導入

サブ結合

メイン結合

メイン結合

Fab

Fc

Fc

1） Cドメイン5量体タンパク質
2） アルカリ耐性の向上
3） Fab 領域への非特異結合の減少

最適pH条件下でシャープに抗体を溶出
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҆શに֩ࢎΛછ৭�
4"'&-00,5.γϦʔζ
本シリーズは、低มҟੑݪで安શੑの高い֩ࢎછ৭液

で、ΤνδウϜϒロϛυ（EtBr）に代Θるછ৭液として
։発されました。

プϨΩϟストછ৭用、ϙストછ৭用、ローσΟンάダイ
λイプをラインΞップしています。ローσΟンάダイλイ
プは光ݯরࣹ下でリΞルλイϜに֩ࢎを可ࢹ化することが
可能です。

特　　長
●低มҟੑݪ
● 安Ձ
● ds%NA, ss%NA, RNAを可ࢹ化ñ 1

● UVトランスイルϛωーλーٴͼLE%トランスイルϛ
ωーλーに対Ԡñ 2

ñ 1 ローυϗϫイトはRNAછ৭に࢖用不可
ñ 2 ローυϗϫイトはLE%トランスイルϛωーλーでは࢖用不可

使 用 例
■  ϓϨάリーϯ֩ࢎ染色液

■  ϩーυάリーϯ（�ʷ）

ਪ঑用్
■ϓϨΩϟετ染色用ɺϙετ染色用
ʪΞΨϩーεήϧʫ

ʪϙリΞΫリϧΞϛυήϧʫ

■ϩーσΟϯάμΠλΠϓ
αンプルにఴՃして࢖用します。

˓：ਪ঑用్ɼ˚：࢖用可能で͋るが৚݅ݕ౼がඞ要（試薬ྔ、
用不可࢖：ήルのްさ、છ৭時ؒ）ɼ×：ਪ঑しないɼʵ、ྔࢎ֩

…2 〜 10℃保存 …− 20℃保存 …− 80℃保存　 150…− 150℃保存　表示がない場合は室温保存です。ͦのଞのུ߸は、ר຤をご参照下さい。
掲載内容は、2016 年 7 月時点での情報です。最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

コードNo. 品　名 ىྭ
（ON）

ޫܬ
（ON）

対応αϯϓϧ
規格 容量 希望納入

価格（円）ET%N"TT%N" 3N"

192-18121 S"'&-00,5M  
1re-(reen Nucleic 
"cid Stain 

490

520
（DN"） ˓ ˓ ˓ Ҩ఻ࢠ

研究用

 50Жℓ  3,000

198-18123 635
（RN"） 500Жℓ 10,000

199-18131 S"'&-00,5M 

1re-Red Nucleic 
"cid Stain 

540 630 ˓ ˓ ˓ Ҩ఻ࢠ
研究用

 50Жℓ  3,000

195-18133 500Жℓ 10,000

196-18141 S"'&-00,5M  
1ost-(reen Nucleic 
"cid Stain 

490 525 ˓ ˓ ˓ Ҩ఻ࢠ
研究用

 50Жℓ  3,000

192-18143 500Жℓ 10,000

193-18151
S"'&-00,5M  
-oad-(reen（6ʷ）
 

˓ ˓ ˓ Ҩ఻ࢠ
研究用

 25Жℓ  3,000

199-18153 490 525 1mℓ 13,000

197-18154 1mℓ×5 52,000

190-18161
S"'&-00,5M 

-oad-Red（6ʷ）
 

˓ ˓ ˓ Ҩ఻ࢠ
研究用

 25Жℓ  3,000

196-18163 540 630 1mℓ 13,000

194-18164 1mℓ×5 52,000

197-18171
S"'&-00,5M  
-oad-8hite（6ʷ）
 

˓ ˓ ʷ Ҩ఻ࢠ
研究用

 25Жℓ  3,000

193-18173 370 470 1mℓ  8,000

191-18174 1mℓ×5 32,000

品　໊
ϓϨΩϟストછ৭ ϙストછ৭

-&D 67 -&D 67

ϓϨάϦーϯ ˓ ˓ ˚ ˚

ϓϨϨッυ ˓ ˓ ˚ ˚

ϙストάϦーϯ ˚ ˚ ˓ ˓

品　໊
ΞΨϩースήル ϙϦΞΫϦルΞϛυήル

-&D 67 -&D 67

ϩーυάϦーϯ ˓ ˓ ˓ ˓

ϩーυϨッυ ˓ ˓ ˓ ˓

ϩーυϗϫイト − ˓ − ˓

品　໊
ϓϨΩϟストછ৭ ϙストછ৭

-&D 67 -&D 67

ϓϨάϦーϯ ʷ ʷ ˚ ˚

ϓϨϨッυ ʷ ʷ ˚ ˚

ϙストάϦーϯ ʷ ʷ ˓ ˓

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

SAFELOOKTMプレグリーン核酸染色
液を 5μℓ/100mℓの濃度で添加した
1.2%アガロースゲルを作製した。ラン
ニングバッファー200mℓに5μℓのプレ
グリーン核酸染色液を添加し、電気泳
動後、検出した。
サンプル：Gene Ladder Wide 2（0.1-20kbp）

［コード No.310-06971］　
左から5μℓ、 4μℓ、 3μℓ、 2μℓ、
1μℓを準備し、各 ト々ータル
5μℓになるように脱塩水を添
加後、全量をアプライした。

検出：LEDトランスイルミネーター「ゲ
　　　ルみえーる」
　　　［コードNo.290-33891］

1.0%アガロースゲルを作製し電気泳
動後、検出した。
サンプル：Gene Ladder Wide 2（0.1-20kbp）

［コード No.310-06971］　
左から 5μℓ、 4μℓ、 3μℓ、 
2μℓ、1μℓを準備し、各 ト々
ータル 5μℓになるように脱塩
水を添加した。次に 1μℓ の
SAFELOOKTM ロードグリーン
を各々に添加し（６倍希釈）、
その全量をアプライした。

検出：LEDトランスイルミネーター「ゲ
　　　ルみえーる」
　　　［コードNo.290-33891］
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ロシΞの޿大な情ܠをඳいたԻָֆ
ըʰ中央ΞδΞのฏݪにて 、ɦロシΞ
ຽ଒のঀࢻࣄ的物ޠのΦϖラʰイーΰ
リެʱの情೤的リズϜのʮϙロベッπ
ਓ（ダッλンਓ）のགྷΓʯ͋るいは

ʰָ࢛ݭॏ૗ۂୈ 2 番ʱୈ三ָষの情
ॹ๛かなʮϊクλーンʯなどを、ࣖに
されたํがଟいと͏ࢥ。これらをۂ࡞
したのは、ఇ੓ロシΞに生き、ロシΞ
Իָޒਓ組の一ਓで͋ͬたΞϨクαン
υル・ϙルフΟリΤϏν・ϘロσΟン
で͋る。ϘロσΟンは、Θがࠃでは、
ロシΞを代表するԻָՈの一ਓで͋る
ことはΑ͘஌られているが、൴の৬業
は、ҩࢣ、化ֶ者ͦしてڭҭ者で͋
Γ、フッૉ化合物の合成、ϘロσΟン
൓Ԡ、͋るいはΞルυール൓Ԡなどの
૲分͚的研究をした大ֶڭतで͋ͬた
ことは、͋まΓ஌られていないΑ͏
ͩ。化ֶに੣࣮に޲き合いͭͭ、಺か
ら΄と͹しるԻָ的情೤を཈͑きれ
ͣ、生֔を化ֶとԻָとの׉౻で生き
たك༗なϘロσΟンの生֔を঺հしΑ
͏。

�ɽ�ϘϩσΟϯͷ生֔ ���）

ϘロσΟンの生֔をみるલに、Ϙロ
σΟンが生きた時代എܠを簡単に見て
おこ͏。޿大なロシΞྖ౔に、ϛϋイ
ル・フϣーυロϏν・ロマϊフ（ࡏҐ
1613 ʵ 1645）は 1613 年にロマϊフே

（1613 ʵ 1917）をथཱし、೶੍ౕと׭
྅੍をج൫とするઐ੍੓࣏にΑるڧい
ఇࠃを目ࢦした。1714 年にଈҐした
ୈ 5 代大ఇϐϤートル̍ੈ（1682 ʵ
1725）は、੢Ԥ化・ۙ代化੓ࡦをऔΓ
ೖれϤーロッύྻڧにՃΘΓ、ट౎を
ϖςルϒルάに定めた。ϘロσΟン
は、੢Ԥ化・ۙ代化が進Μͩロマϊフ
ே の 15 代 ニ コ ラ イ ̍ ੈ（1825 ʵ
1855）の時代に生まれ、16 代ΞϨク
αンυル̎ੈ（1855 ʵ 1881）と 17 代
ΞϨクαンυル̏ੈ（1881 ʵ 1894）
の౷࣏下で生֔をおͬ͘た。ϘロσΟ
ンは、೶੍ౕの下で生まれ、੢Ԥ化・
本ओٛが進Ή中、しかしֵ໋の଍Իࢿ

がԕ͘にڹきは͡める時代にϖςルϒ
ルάで生֔をաごした（表̍）。ロマ
ϊフேは、18 代ニコライ̎ੈ（1894
ʵ 1917）の時代にロシΞֵ໋が起こ
Γນをด͡た。
幼少時代　1833 年 12 月 12 日、αン
クト・ϖςルϒルάで、ެऋルΧ・ス
νΣύーϊϏν・έーσΟΞϊフ（当
時 54 ・とͦのՈ੓්Ξϒυーνヤ（ࡀ
コンスλンνーϊϒナ・Ξントーϊ
ϫー（当時 24 とのؒにஉの子が（ࡀ
生まれた。当時のश׳にΑΓ、ެऋに
る೶ౕの一ਓϙルフΟリイ・イ͑࢓
Φーン・ϘロσΟンとͦの࠺の子とし
てग़生ಧがग़され、ͦの子は෕の೶ౕ
となͬた。ΞϨクαンυル・ϙルフΟ
リΤϏν・ϘロσΟンで͋る 5）。෕に
はλλールਓの݂がྲྀれ、ϘロσΟン
の෩๴も౦༸的ΤΩκςΟズϜを感͡
させる（ਤ̍）。

ϘロσΟンは生まれて 6 年ؒは෕の
下でաごしたが、ͦの後は฼Ξϒυー
νヤと฻らした。฼は、ϘロσΟンに
Ոఉࢣڭを͚ͭ、ॾ֎ޠࠃをֶ͹せ

た。༮গのこΖから、Իָに࠽能をࣔ
した。ΦルΨン、ϐΞϊ、フルート、
νΣロなどをԋ૗し、੢༸Իָに਌し
み、9 の時にはϙルΧʰΤϨーナʱࡀ
をۂ࡞した。10 になͬたとき、෕ࡀ
は、ଉ子を೶ౕから解์しࣗ༝の਎に
するॺ໊をして๢͘なͬた。13 のࡀ
ときには、ՖՐにڵຯを࣋ち、ࣗ୐に
࡞をͭ͘Γ、ՖՐ΍ֆの۩をࣗࣨݧ࣮
した。10 લ後から、ϘロσΟンはࡀ
すでにܳ術的࠽能とՊֶ的࠽能のยྡྷ
をࣔしていることは஫目される。฼の
౒力にΑΓ、ϘロσΟンはஉ子中౳ֶ
・๬で͋ͬた಺Պرを修ྃし、෕のߍ
֎ՊΞΧσϛーにೖֶした。
学生時代　಺Պ・֎ՊΞΧσϛーは、
ੈք的にஶ໊なڭतਞをଗ͑ていた。
ͦの一ਓに化ֶ者ニコライ・ニコラΤ
Ϗν・δーニン（1812 ʵ 1880）がい
た。δーニンは෯޿い஌ࣝと高い見ࣝ
を࣋ち、๕߳؀化合物を研究して、ニ
トロベンθンからΞニリンを合成する
ํ๏（δーニン൓Ԡ）を見͚ͭ、ロシ
ΞのΞニリンછྉ工業と༗ػ合成化ֶ
のૅجをଧちཱてたਓ物で͋る。化ֶ
に関৺を࣋ͬていたϘロσΟンがδー
ニンのٛߨにҾかれていͬたのは、当
વの成Γ行きで͋ͬた。δーニンの研
究ࣨに௨い、࣮ݧをさせてもらͬた。
δーニンもϘロσΟンの࠽能をೝめ、
ࣗらの後継と͑ߟたΑ͏ͩ。ϘロσΟ
ンはԻָ׆動΍ۂ࡞にも情೤を஫いで
いたため、δーニンはʠೋీ௥͏もの
は一ీも得ͣʡと஧ࠂしたとい͏。Ϙ
ロσΟンもまた、化ֶのࣄ࢓はఱ৬と
い、δーニンに継いでロシΞのՊֶࢥ

（化ֶ）とจ化（Իָ）の発展にݙߩ
するܾ意を࣋ͬた。1855 年、ϘロσΟ
ンは優लな成੷で಺Պ・֎ՊΞΧσ
ϛーを修ྃし、ҩࢣの֨ࢿを得た。ཌ
年、ୈ 2 ཮܉පӃのҩࢣとしての任຿
にͭいた。しかし、このࣄ࢓にな͡め
ͣにいたが、このؒに、当時連ୂকߍ
で͋ͬたԻָՈϜιルάスΩーとग़会
い、ϘロσΟンにとͬて大きなग़དྷࣄ
となͬた。1857 年、ϘロσΟンはΞ
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ਤ̍ɽ ϘϩデΟϯの঻૾
ग़య：8ikimedia Commons, free 
media repository（原ऀ࡞：*. &. Ϩー
ϐϯ࡞）ΑりҾ用
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Χσϛーの化ֶ࠲ߨのॿखに任໋さ
れ、化ֶの道を本֨的に進Ήことと
なͬた。
内科・外科アカデミー時代　研究
を։࢝してまもな͘、ϘロσΟンは、
化ֶ的・ಟੑֶ的؍఺からֶҐ࿦จ

ʰਓの組織に対するώࢎとリンࢎの࡞
用のྨੑࣅʱを࢓上͛、1858 年にҩ
ֶത࢜のֶҐを得た。ࠓ日でこͦ、リ
ンとώૉはݩૉपظ表のୈ 15 ଒ݩૉ
としてྨੑࣅと૬ҧੑが஌られている

が、当時はまͩকདྷ๎友となるυϛト
リー・イϰァϊϏν・ϝンσϨーΤフ

（1834 ʵ 1907）にΑるʰݩૉपظ表ʱ
が発表されていないঢ়گの中で、ೋͭ
のࢎの化ֶ的・生物ֶ的ྨੑࣅをࢦఠ
したことは、ϘロσΟンの研究΁のӶ
さを感͡させる。ϘロσΟンはೋీを
௥ͬているのではな͘、ਅのࣄ࢓は化
ֶ研究で͋ると֬৴をਂめる一ํ、༨
ՋとしてԻָ׆動をଓ͚、ଟ͘の友を
得ながらԻָܳ術΁਎を๋͛ていͬ

た。δーニンの৴པのްいϘロσΟン
は、1859 年 10 月ϋイσルベルά΁と
ग़発し、3 年ؒのཹֶ生׆をମݧした。
ϒンθンの研究ࣨでは、同ڷのϝンσ
ϨーΤフをは͡めଟ͘の化ֶ者と会
い、਌ަをਂめ、ΤルϨンマイヤーの
研究ࣨでࣄ࢓をした。この 3 年ؒに
は、ϘロσΟンにとͬてૉ੖らしいग़
དྷࣄがೋͭ͋ͬた。ͻとͭはδーニン
とϝンσϨーΤフの 3 ਓで 1860 年 9
月にΧールスルーΤで։࠵されたୈ 1
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ճࡍࠃ化ֶ会ٞにग़੮したことで͋ͬ
た。έクϨの化ֶߏ଄式とベルセーリ
ウスのݪ子ྔ表のॏ要ੑが֬ೝされ、
༗ػ化ֶとແػ化ֶにおいて࣮Γのଟ
い会ٞで͋Γ、ϘロσΟンとϝンσ
ϨーΤフがこの経ݧを共༗できたこと
は、ೋਓのͦの後の研究生׆に大きな
Өڹを༩͑ることとなͬた。も͏ͻと
ͭは、ϋイσルベルάで࠽能͋;れる
ϐΞニスト ΤΧςリナ・セルήΤϒ
ナ・プロトϙーϙΞにめ͙Γ合ͬたこ
とで͋る。൴ঁは、結࣏֩ྍのために
いϞスクϫからϋイσルベルά΁དྷפ
ていたので͋る。3 ϲ月後に、ೋਓは
ࠗ໿した。ΤΧςリーナのප気はなか
なかճ෮せͣ、一時はイλリΞ΁Ҡͬ
た。ͦのؒ、ϘロσΟンはフッૉ化合
物の研究をした。1862 年、ϖςルϒ
ルάに໭ͬたϘロσΟンは、ΞΧσ
ϛーのॿڭतとなΓ、༗ػ化ֶを୲当
した。ۂ࡞ՈόラΩϨフとも஌Γ合
い、ロシΞではʰ力ڧい஥ؒたちʱと
ਓ組ޒΘれるԻָ集ஂݴ 6）のϝンόー
となΓ、ϘロσΟンはۂ࡞Ոとしての
道も進Ήこととなͬた。ཌ年、ΤΧς
リーナと結ࠗし、1864 年には、定年
ୀ৬したδーニンの後継者としてਖ਼ڭ
तにঢ進し、化ֶ࠲ߨのڭतとなͬ
た。Ξルσώυの研究を進め、成Ռを
上͛ていͬた。ֶ会΍大ֶӡӦにも力
を஫͗、ࣗવՊֶ者・ҩࢣ会ٞを։࠵
し、1868 年にはロシΞ化ֶ会の૑ઃ
にもՃΘͬた。一ํ、ঁ子の高౳ҩֶ
ҭにも力をいれた。1875ڭ 年、δー
ニンがҾୀし、研究ࣨのӡӦはϘロ
σΟンが୲当することとなΓ、ますま
す๩し͘なͬた。
晩　年　1878 年から、࠷後の研究と
なる೘ૉ中の஠ૉの研究にணखした。
しかし、1880 年、Ըࢣのδーニンが
๢͘なΓ、ཌ年にはΞϨクαンυル 2
ੈが҉ࡴされ、ロシΞఇࠃは൓動੓ࡦ
をとるΑ͏になͬた。಺Պ・֎ՊΞΧ
σϛーは܉ҩՊ大ֶとվশされ、௕年
ۤ࿑してͭͬ͘たঁ子ҩՊコースがഇ
、まれた。ͦΜなۤしい中ࠐに௥いࢭ

ϘロσΟンは、༤大なԻָֆըʰ中央
ΞδΞのฏݪにてʱ΍Ѫ࠺に๋͛る情
झ͋;れるʰָ࢛ݭॏ૗ۂୈ 2 番ʱを
࡞めてٻしている。৺の安ら͗をۂ࡞
Θれる。ͦしてࢥしたものとۂ 1883
年には、ロシΞԻָ協会の会௕にબ͹
れ、໊࣮ともにՊֶとܳ術をཱ྆させ
た。

௕年のଟ͘のۤ࿑΍ർ࿑が஝ੵして
いたので͋Ζ͏か、1887 年 2 月 15 日、
ँ೑ࡇ後のԾ໘෣౿会の࠷中、Ϙロ
σΟンはףঢ়動຺のഁ྾でؼら͵ਓと
なͬた。54 で͋ͬた。ΞϨクαンࡀ
υロ・ωフスΩーุ地のϜιルάス
Ωーのྡにຒ૴された。5 ϲ月後に、
のΤΧςリーナも๢͘なͬた。Ϙロ࠺
σΟンの຅後 3 年、׬成をز度も試
み、大ֶӡӦなどで׬成できなかͬた
Φϖラʰイーΰリެʱは、友ਓのリϜ
スΩー・コロαコフとάラズϊフのख
で׬成され、1890 年 10 月 23 日にマ
リンスΩーܶ৔で初ԋされた。

2ɽ�ԽֶऀϘϩσΟϯͷڀݚ੒
Ռ ���
�����）

ϘロσΟンはҩࢣとして研究生׆
をは͡めたがδーニンのӨڹの下で
化ֶྖҬにଟ͘の成Ռを࢒している。
࿦จは、ロシΞޠ、υイπޠ、フラ
ンスޠおΑͼイλリΞޠでॻかれ、
࿦จ਺は 42 報͋る。࿦จ目࿥は、จ
ݙ 2, 7 をࢀরされたい。ϘロσΟン
は時代をઌऔΓした࠷ઌ୺の৽しい
研究をしている。൴のಎ࡯力の֬か
さと情೤が感͡औられる。ϘロσΟ
ンの代表的な研究成Ռの֓要を঺հ
しΑ͏。
（1）ベンズアルデヒド関連

ϘロσΟンは、ۤภ౧༉のベンズ
Ξルσώυ΍٢૲ࢎにڵຯを࣋ち、
初の࿦จをஶしている。ベンズΞ࠷
ルσώυにΞンϞニΞを࡞用しώυ
ロベンズΞϛυを得て、さらにͦれ
をՃ೤してΞマリンを得た。ͦれら
の化ֶߏ଄を໌らかにするため、Ϥ
ウ化Τνルを࡞用して、NHجの਺を

ௐ΂たが、Ϥウ化物のߏ଄にͭいて
は結࿦を得ていない。

（2）ボロディン反応の発見
ϘロσΟンは、1836 年に報ࠂされ

ていたํ๏で、༗ࢎػのۚଐԘとष
ૉৠ気を用いて 2- ϒロϞཙࢎ΍ 2- ϒ
ロϞ٢૲ࢎを࡞Ζ͏としたが、ৠཹ
すると分解してしまͬた。ͦこで、
ਣۜࢎとषૉৠ気とを൓Ԡさせると
ष化ۜ、୸ࢎΨスおΑͼष化ϝνル
が生成することを見ग़した。この成
Ռは 1860 年に発表されたが、௕いؒ
஌られることはなかͬた。༗ࢎػの
ۜԘからष化ΞルΩル化合物を合成
する一般的ํ๏は、1942 年に見ग़さ
れた Hansdiecker ൓ԠがΑ͘஌られ
ている。ϘロσΟンが 82 年もલに発
表していたことは、ごۙ͘࠷஌られ
るΑ͏になͬた。Hansdiecker ൓Ԡ
は Borodin ൓ԠともΑ͹れている。

（3）フッ素化合物の研究
ΤΧςリーナのප気ྍ養のため、

イλリΞのϐαにҠͬたϘロσΟン
は、化ֶ者ルΧとλシナリのܴ׻を
ड͚、ͦこに଺ࡏした。高Ձなനۚ
製ৠཹثが͋るཱ೿な࣮ࣨݧで、൴
はフッૉ化合物の研究をする。༗ػ
化合物΁のフッ化ਫૉΧリウϜ ,HF2

の൓Ԡੑを研究し、フッ化ベンκイ
ルを初めて合成した（1862, 1863）。
この成Ռは࠷初の༗ػフッૉ化合物
の合成とݴΘれてきたが、࣮は 1836
年と 1854 年にすでにフッ化ϝνル΍
フッ化Τνルの合成が報ࠂされてい
るので、ϘロσΟンが࠷初の研究者
ではなかͬた。
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（4） アルデヒド関連―アルドール反
応の幕開け

ϘロσΟンはΞルσώυのੑ࣭を
ௐ΂るため、٢૲ࢎΞルσώυとナ
トリウϜとの൓Ԡの研究を։࢝した

（1864 ʵ 1872）。この൓Ԡはܾして簡
単なものではな͘、༷ʑな化合物と
ともにΞルコール（C10H22OH）が得
られた。࣮は、このΞルコールはΞ
ルσώυମが 2 分子でॖ合しؐݩを
ड͚たもので͋ͬたが、ϘロσΟン
はৄし͘ௐ΂なかͬた。ͦの後、൴
はώマシ༉の研究にҠΓ、ͦれを೤
分解してϔプλナール（୸ૉ਺ 7 の
௚࠯ঢ়Ξルσώυ）と༗ࢎػを得た。
これに関連して、ΞセトΞルσώυ 
とԘࢎの൓Ԡをௐ΂、Ξルυール化
合物 11）がग़དྷることを見ग़した。こ
の൓Ԡは、同͡年にフランスのϏュ
ルπにΑͬて報ࠂされ、൴の業੷は
Α͘஌られている。έクϨもまたΞ
ルσώυのॖ合൓Ԡを研究したが、
発表は஗れた。έクϨとϘロσΟン
の࿦૪にͭいては、จݙ 9 にৄし͘
されている。このΑ͏にΞルυーࡌه
ル൓Ԡの発見にͭいては΍΍こしい
ものが͋るが、Ξルυール൓Ԡのͦ
の後の༗ػ合成化ֶでの大発展をߟ
͑ると、ϘロσΟンはͦの࠷ઌ୺を
૸ͬていたこととなる。ロシΞޠで
の報ࠂは、Ϥーロッύ化ֶքではೝ
ࣝされに͘いঢ়گに͋ͬたΑ͏ͩ。

（5）メディシナルケミストリー関連
൩年のϘロσΟンは、೘中の೘ૉ

の定ྔにͭいてڵຯを࣋ͬて研究し
た。೘ૉを࣍ѥषૉࢎナトリウϜ

NaOBr でࢎ化して஠ૉྔをଌ定する
৽しいํ๏を報ࠂした。また、クリ
ロフと共同研究して、৺ଁࢷ๱中の
コϨスςロールをΤスςル化して定
ྔするํ๏を発表した。しかし、こ
の定ྔ๏は当時஫目されなかͬた。
日の目からみれ͹、このํ๏はॏࠓ
要で͋るにもかかΘらͣ、1871 年の
この成Ռは時代をઌऔΓしա͗てい
たΑ͏ͩ。さらに、஡の分析๏΍下
౳動物΁のաࢎ化ਫૉのӨڹ、また
ফಟにお͚るΦκンの意ٛなどを研
究した。

ਓؒの大脳は、ࠨӈでҟなͬたಇ
きをしていることが 20 後൒からلੈ
研究されている。ࠨ脳は、ロΰス脳
をࢉܭ、༿、࿦理ݴ༿脳としてݴʹ
୲当し、ӈ脳は、ύトス脳ʹԻָ脳
としてඇޠݴを感֮すると͑ߟられ
ている。化ֶとԻָを生֔௨してѪ
して΍まなかͬたϘロσΟンは、ࠨ
脳とӈ脳を存分に発شして、化ֶと
Իָをཱ྆・։ՖさせたとࢥΘれる。
とこΖで、20 ऴΓこΖ、日本ਓلੈ
はロΰスもύトスもともにࠨ脳が୲
当し、ӈ脳はイϝーδ脳としてػ能
し、イϝーδしたことはӈ脳に഑ஔ・
がํ͑ߟԱしているとい͏৽しいه
ఏҊされた。Θがࠃのٶ୔࣏ݡは、
ࣗらをՊֶ者といい、ͦしてૉ੖ら
しいࢻʹ৺৅スέッν΍ಐ࿩を૑࡞
した しشはイϝーδ脳を発࣏ݡ。（12
ていたのͩΖ͏か。ϘロσΟンの෩
๴は౦༸ܥを連想させるので、൴も
またイϝーδ脳を࢖い、化ֶとԻָ
を૑࡞したのではないかと想૾した
͘なる。ϘロσΟンのඒしいԻָを
ௌきながら、൴の生֔と化ֶにࢥい
を஘せていた͚ͩ͹޾いで͋る。
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当社の神経細胞関連試薬は、一般的に困難とされているラット、マウスの神経組織からの細胞分散と初代神経細胞
培養を誰でも簡単にできることをコンセプトとした商品です。この度、住友ベークライト株式会社から技術協力を得
てこれらを商品化しました。同社の神経細胞用培養液、凍結神経細胞シリーズ、神経細胞用分散液の後継品です。

神経細胞関連試薬

特　　長
■神経細胞用培地
● 神経突起の伸展に優れ、シナプス形成、情報伝達など

の電気生理研究などに適している
●低密度培養が可能で単一ニューロンの解析に適している

■凍結神経細胞シリーズ
● 脳組織を凍結保存しているため、動物の解剖が不要
● 神経細胞用分散液、神経細胞用培地と組合せて簡単に

神経細胞の培養が可能

■神経細胞用分散液
●単離後の神経細胞の生存率が高い
●誰でも簡単に安定して神経細胞の単離が可能

本品が神経突起の伸展に優れていることが確認できた。
（データご提供：東京慈恵会医科大学　再生医学研究部　岡野 
ジェイムス洋尚先生、小川優樹様）

■生存維持活性評価：神経突起伸展確認（MAP 2免疫染色）

…2 〜 10℃保存 …− 20℃保存 …− 80℃保存　 150…− 150℃保存　表示がない場合は室温保存です。
特定 …特定毒物   …毒物     …劇物　 …毒薬　 …劇薬　 危…危険物　 …向精神薬　 …特定麻薬向精神薬原料

…化審法 第一種特定化学物質　 …化審法 第二種特定化学物質　 …化学兵器禁止法 第一種指定物質　 …化学兵器禁止法 第二種指定物質　 …カルタヘナ法
覚…覚せい剤取締法　　毒素等…国民保護法
掲載内容は、2016 年 7 月時点での情報です。上記以外の法律及び最新情報は、siyaku.com（http://www.siyaku.com/）をご参照下さい。

誰でも簡単に初代神経細胞の培養が可能誰でも簡単に初代神経細胞の培養が可能

使 用 例

培養3日 培養7日 培養14日

培養3日

細胞数：6.6×105cells/mℓ（妊娠 18日目マウスの胎児小脳より分散）
培養スケール：500μℓ/dish（ガラスボトムディッシュ）
培養条件：培養3日目、7日目に培地半量交換、3日目よりAra-C 2μmol/ℓ添加

培養7日 培養14日

神経細胞用培地

他社培地+他社サプリメント+5％FBS

コードNo. 品　　　名 規　格 容　量 セット内容 希望納入価格（円） 対応住友ベークライト社コード

神経細胞用分散液

Neuron Dissociation Solutions 細胞培養用
酵素液 5.0mℓ×4本

291-78001 4 セット 分散液 5.0mℓ×4本 31,100 MB-X9901
除去液 5.0mℓ×4本

Neuron Dissociation Solutions S 細胞培養用
酵素液 2.5mℓ×10本

297-78101 10 セット 分散液 2.5mℓ×10本 50,000 MB-X0801
除去液 2.5mℓ×10本

コードNo. 品　　　名 規　格 容　量 希望納入価格（円） 対応住友ベークライト社コードNo.

神経細胞用培地
148-09671 Neuron Culture Medium 細胞培養用 100mℓ 50,000 MB-X9501
凍結神経細胞シリーズ

030-24881 Cerebral Cortex, from Mouse（embryonic day 15） 150 細胞培養用 2胎児/本 43,800 MB-X0305
033-24871 Cerebral Cortex, from Rat（embryonic day 17） 150 細胞培養用 2胎児/本 50,000 MB-X0304
036-24861 Cerebral Striatum, from Rat（embryonic day 17） 150 細胞培養用 2胎児/本 50,000 MB-X0505
082-10291 Hippocampus, from Mouse（embryonic day 16） 150 細胞培養用 2.5胎児/本 56,300 MB-X0403
085-10301 Hippocampus, from Rat（embryonic day 19） 150 細胞培養用 2.5胎児/本 62,500 MB-X0402
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